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■表紙　姉妹都市・アメリカ合衆国フォートワース市
の中学生・高校生が紙すきを体験
６月14日、日本文化を体験しようとフォートワース市の
中学生・高校生グループ17人が小国和紙生産組合（小国町）
を訪れ、和紙づくりに挑戦しました。小国和紙は雪を活用
した製造工程が、国の無形文化財に指定されています。
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な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 

▲種田山頭火の句碑（殿町２丁目）
号の「山頭火」は、師の荻原井泉水（おぎ
わらせいせんすい）にならって、生まれ年の
干支（えと）を使い、その人の運勢を判断す
る納音（なっちん）の一つを付けたものです。
代表作には「分け入つても分け入つても青
い山」、「おちついて死ねそうな草萌ゆる」、
「夕焼うつくしく今日一日つつましく」など
の句があります。

種
田
山
頭
火
の
句
碑

１０１

種
田
山
頭
火
の
句
碑
は
、
柿
川

に
架
か
る
追
廻
橋
の
脇
（
下
流
側
）

に
あ
り
ま
す
。
平
成
三
年
八
月
に

長
岡
市
山
頭
火
句
碑
建
立
会
の
有

志
一
同
が
建
立
し
ま
し
た
。

種
田
山
頭
火
（
本
名
・
種
田
正

一
）
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
に
山
口
県
防
府
市
に
生
ま
れ

ま
し
た
（
昭
和
十
五
年
没
）。

「
行
乞
流
転
」
と
も
呼
ば
れ
る

酒
と
旅
の
日
々
を
送
り
な
が
ら
、

五
七
五
の
定
型
や
季
語
に
と
ら
わ

れ
な
い
自
由
律
俳
句
を
確
立
し
、

漂
泊
の
俳
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

句
碑
に
は
「
図
書
館
は
い
つ
も

ひ
つ
そ
り
と
松
の
秀
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
裏
面
に
は「
長

岡
の
俳
友
小
林
銀
汀
氏
宅
の
二
階

よ
り
若
葉
ふ
り
そ
そ
ぐ
隣
接
の
互

尊
文
庫
を
眺
め
て
つ
く
る
　
昭
和

十
一
年
五
月
三
十
一
日
作
　
山
頭

火
短
冊
に
よ
る
」
と
覚
書
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
（
当
時
の
互
尊
文
庫

は
現
在
の
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
）。

小
林
銀
汀
（
長
岡
の
写
真
館
主
）

と
山
頭
火
は
、
と
も
に
自
由
律
俳

句
を
提
唱
し
た
荻
原
井
泉
水
の
門

下
生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
親
交
が

あ
り
ま
し
た
。
山
頭
火
は
、
昭
和

十
一
年
に
近
畿
・
関
東
・
北
陸
な

ど
を
旅
し
て
お
り
、
そ
の
途
中
で

長
岡
に
立
ち
寄
っ
て
、
こ
の
句
を

詠
み
ま
し
た
。

戦
前
の
互
尊
文
庫
を
描
い
た
水

島
爾
保
布
の
絵
が
如
是
蔵
博
物
館

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
絵
の
中
に
書

か
れ
て
い
る
幹
の
太
い
り
っ
ぱ
な

松
の
木
を
見
る
と
「
松
の
秀
」
の

言
葉
が
な
る
ほ
ど
と
思
え
ま
す
。

た
ね
　
だ
　
さ
ん
　
と
う
　

か

く
　
　
ひ

お
い
ま
わ
し

ぎ
ょ
う
こ
つ
る

て
ん

ひ
で

ぎ
ん
て
い

に
　
ほ
　
ふ

タマムシ科は新潟県に60種ほど生
息するといわれているが、その分布
ははっきりしていない。長岡でも観
察の記録は少なく、これまで確認さ
れたのは10種ほどである。
本種は体長約１㎝。キイチゴに寄
生することから、キイチゴが植生す
る林の周りに多く見られる。
東山では低山帯から山頂まで広く
観察することができる。

日当たりの良い湿地に生えるラン
の一種で、日本全国で見られる。花
の色が柿の実に似た独特の黄色であ
ることから、この名前がついたとい
われる。
分布や生育場所からして身近なラ
ンといえるが、その花色のせいか、
あまり目立たない。
高さは30～70㎝である。花は一つ
１.５㎝程度と小さいが、多いときに
は一本の茎に10個余りつくことがあ
る。

自然観察 7月 205

お問い合わせは
科学博物館1３２・０５４６へ

合併町村紹介  5

三　島　町 三　島　町 ～地域の個性と特産品～ 
 

シリーズの５回目・６回目は三島町の紹介です。

豊かな自然と良好な住環境のまち
三島町は、東部に田園地帯が広がり、西部に西山
連峰が連なる自然豊かな町です。
また、ＪＲ長岡駅や長岡インターチェンジ、寺泊
港などへの交通の便も良く、恵まれた立地条件にあ
ります。縄文時代の千石原遺跡や根立遺跡、船岡遺
跡があり、古くから生活に適した地であったことが
うかがえます。
三島町は、昭和30年に脇野町村と大津村の一部が合併して誕生しました。
さらにその翌年には日吉村の一部と合併し、現在の町域になりました。町
の人口は7 , 4 5 0人（６月１日現在）で、近年、住宅地の造成や教育福祉施
設の整備により、人口の増加率は県内でもトップレベルとなっています。

伝統の職人技とふるさとの味
全国的に名高い脇野町鋸（のこぎり）は、約1 6 0年前の江戸時代後期、
脇野町村（現在の三島町脇野町）の中屋庄兵衛が会津若松でのこぎり製造

技術を習得し、郷里に戻り開業したのが始ま
りです。庄兵衛の弟子たちの系譜をたどると、
現在に至るまで長岡・柏崎・出雲崎の「のこ
ぎりかじ」のほとんどがこの門下に属し、県
内外を合わせると5 0 0人を超えるといわれて
います。現在、三島町には４人の職人がおり、
伝統技術を守りながら、盆栽用のミニのこぎ
りなど新しい分野にも取り組んでいます。

こうしたのこぎりに関する資料や展示は、三島町の歴史や文化、産業を
紹介している三島町郷土資料館（上岩井）で見ることができます。
また、西山連峰から湧き出る清らかな水、おいしい米、豊かな自然がつ
くり出す「地酒」、「みそ・漬物」、「そうめん」などの食品がまち自慢の特
産品です。

問い合わせ＝三島町役場1４２・２２２１
http://www.town.mishima.niigata.jp
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の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
身
近

に
自
然
と
触
れ
合
い
、
豊
か
な
感

性
を
は
ぐ
く
ん
で
ほ
し
い
と
「
学

校
の
森
」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
、

市
内
在
住
で
元
小
学
校
長
の
山
之

内
義
一
郎
さ
ん
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

選
考
委
員
長
を
務
め
る
作
家
の

半
藤
一
利
さ
ん
は
、「
山
之
内
さ
ん

が
十
七
年
前
、
誰
も
理
解
し
な
い

な
か
取
り
組
ん
だ
『
学
校
の
森
』

づ
く
り
は
、
子
ど
も
た
ち
に
森
の

よ
さ
、
自
然
の
よ
さ
を
伝
え
、
世

界
の
平
和
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
」
と
選
評
を
述
べ
ま
し
た
。

自
然
が
子
ど
も
た
ち
の

感
性
を
豊
か
に

贈
呈
式
の
後
、
山
之
内
さ
ん
は
、

「
感
性
は
、
教
え
る
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
で
、
科
学
や
文
学
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
基
礎

と
な
る
も
の
で
す
。
人
の
感
性
は
、

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
で
豊
か
に

な
り
ま
す
。
小
林
虎
三
郎
が
今
生

き
て
い
た
ら
、
『
子
供
た
ち
を
も

百
俵
」
の
上
演
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
米
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国

で
、
米
百
俵
学
校
と
名
づ
け
た
学

校
を
百
校
建
設
す
る
計
画
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
、「
長
岡
で
生
ま
れ

た
『
米
百
俵
の
精
神
』
が
世
界
に

認
め
ら
れ
広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
、

長
岡
市
民
に
と
っ
て
大
き
な
誇
り

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
戯
曲
「
米
百

俵
」
の
作
者
・
山
本
有
三
の
三
女

の
瀬
戸
鞠
子
さ
ん
は
「
父
が
亡
く

な
っ
て
三
十
年
の
節
目
の
年
に
長

岡
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
。
父
の
書
い
た
『
米
百
俵
』

は
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
各
地
で
上

演
さ
れ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
近
隣
の

国
か
ら
も
上
演
の
依
頼
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
日
本
と
の
か
け

橋
に
な
っ
て
長
く
続
い
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

世
界
平
和
に
つ
な
が
る

「
米
百
俵
の
精
神
」

今
回
の
米
百
俵
賞
は
、
都
市
部

「
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
」

が
六
月
十
五
日
に
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
第
八
回
米
百
俵

賞
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
で

米
百
俵
学
校
建
設
の
計
画

集
い
で
は
ま
ず
、
森
市
長
が
、

昨
年
か
ら
国
を
挙
げ
て
戯
曲
「
米

米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
を
開
催

山
之
内
義
一
郎
さ
ん
に
米
百
俵
賞
を
贈
呈

っ
と
自
然
に
触
れ
さ
せ
な
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
心
の
広
い
立
派
な

人
間
に
な
る
よ
』
と
言
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
」
と
会
場
に
集
ま

っ
た
六
百
人
を
前
に
語
り
ま
し
た
。

「
米
百
俵
の
精
神
」
を
伝
え
る

一
龍
齋
貞
花
さ
ん
に
感
謝
状

贈
呈
式
に
引
き
続
き
、
「
米
百

俵
の
精
神
」
の
啓
発
や
普
及
に
長

年
尽
力
さ
れ
て
い
る
講
談
師
の
一

龍
齋
貞
花
さ
ん
に
、
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

一
龍
齋
貞
花
さ
ん
は
、
昭
和
五

十
四
年
に
「
米
百
俵
・
小
林
虎
三

郎
の
思
想
」
（
昭
和
五
十
年
長
岡

市
発
行
）
を
読
ん
で
感
動
し
、
そ

れ
以
来
二
十
五
年
間
に
わ
た
り
講

談
「
米
百
俵
」
を
全
国
各
地
で
披

露
し
て
い
ま
す
。

「
『
米
百
俵
の
精
神
』
の
歴
史

を
大
切
に
す
る
長
岡
が
大
好
き
で

す
」
と
語
っ
た
貞
花
さ
ん
は
、
講

談
「
米
百
俵
」
の
名
場
面
を
口
演

し
ま
し
た
。

円
の
経
費
節
減
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
定
数
特
例
の
議
員
の
任

期
に
つ
い
て
は
、
第
六
回
会
議
で
、

六
市
町
村
議
会
合
併
連
絡
会
か
ら

各
議
会
で
の
検
討
状
況
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
連
絡

会
で
の
今
後
の
議
論
の
内
容
を
踏

ま
え
、
次
回
以
降
協
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

長
岡
市
の
町
名
は

現
行
ど
お
り

第
六
回
会
議
で
町
名
・
字
名
の

取
り
扱
い
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
長
岡
市
の
町
名
は
今

の
ま
ま
と
し
、
編
入
さ
れ
る
町
村

の
町
名
は
、
①
「
大
字
」
を
削
除

す
る
②
町
（
字
）
の
名
称
が
重
複

す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
旧
町

村
名
を
「
長
岡
市
」
の
次
に
つ
け

る
③
山
古
志
村
は
「
古
志
」
、
小

国
町
は
「
小
国
町
」
を
「
長
岡
市
」

岡
市
の
議
員
の
定
数
（
三
十
三
人
）

に
、
編
入
さ
れ
る
町
村
ご
と
に
設

け
る
選
挙
区
の
定
数
（
左
の
算
出

式
参
照
）
を
加
え
た
四
十
人
と
な

り
ま
す
。
在
任
特
例
（
議
員
数
は

百
十
七
人
）
を
適
用
し
た
場
合
と

比
べ
る
と
、
年
間
約
七
億
五
千
万

新
長
岡
市
の
議
員
数
は
40
人

第
五
回
会
議
で
は
、
議
会
の
議

員
の
定
数
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、

「
定
数
特
例
」
を
適
用
す
る
こ
と

で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
新
市
の
議
員
数
は
、
現
在
の
長

議
員
の
定
数
は
「
定
数
特
例
」
に
決
定

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
を
開
催

の
次
に
そ
れ
ぞ
れ
つ
け
る
な
ど
し

て
整
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
種
事
務
事
業
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
こ
の
た
び
の
二
回
の

会
議
で
合
計
百
八
項
目
が
新
た
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

会
議
の
詳
細
は
、
新
聞
折
り
込

み
で
配
布
し
た
「
合
併
協
議
会
だ

よ
り
」
（
第
五
号
は
六
月
九
日
、

第
六
号
は
六
月
二
十
五
日
に
配
布
）

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
七
月
八
日
e
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

合
併
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
町
村
合
併
推
進
室
1
39

・
２
２
６
０
へ
ど
う
ぞ
。

▲米百俵賞贈呈式で森市長から表彰される山之内義一郎さん
（６月15日・リリックホール）

六
月
十
五
日
午
前
十
一
時
か

ら
開
催
さ
れ
た
、
栖
吉
中
学
校

の
創
立
記
念
講
演
会
で
、
講
談

師
の
一
龍
齋
貞
花
さ
ん
が
生
徒

や
地
域
の
み
な
さ
ん
約
二
百
五

十
人
を
前
に
講
談
「
米
百
俵
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

貞
花
さ
ん
は
昭
和
十
四
年
に

愛
知
県
に
生
ま
れ
、
四
十
三
年

に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
講
談
師

へ
転
身
。
五
十
一
年
に
は
五
代

目
一
龍
齋
貞
花
を
襲
名
し
、
真

打
ち
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
自
在
に
声
色
を
変

え
て
小
林
虎
三
郎
ら
登
場
人
物

を
演
じ
分
け
る
絶
妙
な
語
り
口

に
、
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
は
時

間
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

一
龍
齋
貞
花
さ
ん
が

栖
吉
中
学
校
で
講
談

「
米
百
俵
」
を
口
演
！

▲夢を持つことの大切さ、命の大切さを熱く語
る一龍齋貞花さん

り
ゅ
う
さ
い
て
い

か

ま
り
　
こ

い
ち

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
の
第
五
回
会
議
が
五
月
二
十
八
日
に
、
第
六
回

会
議
が
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
会
議
で
協
議
・
報
告
さ
れ
た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市では大手大橋西詰の渋滞緩和策の一つとして、市道大島1 2 7号線の新設
工事を行っています。この市道が開通すると、大手大橋西詰交差点（丁字路）
は十字路となり、中心市街地や千秋が原方面から緑町・大島方面への通行や、
陸上競技場への出入りがしやすくなります。

大手大橋西詰交差点(丁字路)が十字路に

寺島町 千秋が原 

緑町 

大手大橋西詰 
バス停 

信
　
濃
　
川 

市
営 

陸
上
競
技
場 

長
岡
・
和
島
線 

市道大島127号線 

古正寺 
大手大橋 
西詰 

大手大橋 

N

計画中 

351

現在の6市町村 
議会の議員数 
117人 

定数特例で算出した 
新長岡市の議員数 

40人 

新長岡市の議員数

長 岡 市  
中 之 島 町   
越 路 町  
三 島 町  
山 古 志 村  
小 国 町  
合　　計 

193,414人  
12,804　 
14,271　 
7,618　 
2,222　 
7,389　 

237,718人 

33人 
2　 
2　 
1　 
1　 
1　 
40人 

区　　分 定数 平成12年国勢調査人口 

※少数点以下は四捨五入し、１未満の場合は１とする

旧町村ごとの定数の算出式

長岡市の定数（33人）×
編入される町村の人口

長岡市の人口

議員数の内訳

▲７月末の開通を目指し工事が進
む大手大橋西詰交差点（６月18日）

市道大島127号線が7月末に開通！
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ま
す
。

運
動
広
場
の
壁
を
可
動
式
と
す

る
こ
と
で
、
普
段
は
壁
を
開
け
、

屋
外
と
一
体
と
な
っ
た
開
放
的
な

空
間
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

降
雨
時
や
冬
期
に
は
、
壁
を
閉

め
、
雨
や
雪
の
影
響
を
受
け
な
い

で
遊
ん
だ
り
、
活
動
し
た
り
で
き

る
屋
内
空
間
と
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
機
能
な
ど
も

導
入施

設
内
に
は
、
子
育
て
情
報
の

提
供
や
子
育
て
相
談
な
ど
の
支
援

機
能
の
導
入
も
提
案
し
て
お
り
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
遊
ば
せ
な
が

ら
、
親
同
士
の
交
流
が
で
き
る
子

育
て
空
間
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に

し
て
、
感
動
・
熱
中
で
き
る
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ

と
や
、
高
校
生
向
け
の
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
の
提
供
も
検
討
し
て
い
ま

す
。

長
岡
の
よ
う
な
雪
国
で
は
、
雪

が
降
る
と
公
園
が
使
え
ず
、
子
ど

も
が
遊
べ
る
場
所
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
親
同
士
が
子
育
て

の
問
題
を
話
し
合
え
る
場
の
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
基
本
構
想
で
は
大
き

く
次
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。

①
冬
で
も
遊
べ
る
公
園
づ
く
り

②
公
園
内
で
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
や
年
齢
期
別
の
遊
び
場

を
提
供

こ
の
よ
う
な
公
園
づ
く
り
は
、

全
国
で
初
め
て
の
提
案
で
す
。

全
天
候
型
公
園
施
設
を

提
案冬

で
も
遊
べ
る
公
園
を
実
現
す

る
た
め
、
「
こ
ど
も
王
国
」
の
基

本
構
想
で
は
全
天
候
型
の
施
設
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

そ
の
施
設
は
、
屋
外
と
土
間
続

き
の
運
動
広
場
、
床
張
り
の
多
世

代
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
か
ら
な
り

「
こ
ど
も
王
国
」
の
基
本
構
想
を
策
定

冬
で
も
利
用
で
き
る
遊
び
場
を
つ
く
り
ま
す

3
カ
所
を
対
象
地
に
想
定

「
こ
ど
も
王
国
」
の
構
想
を
実

現
す
る
対
象
地
と
し
て
は
、
今
後

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
千
秋

が
原
南
公
園
（
仮
称
）」、「
長
岡
操

車
場
地
区
公
園
（
仮
称
）」、「
悠
久

山
公
園
」
の
三
カ
所
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
の

立
地
条
件
に
応
じ
て
、
望
ま
し
い

導
入
機
能
や
そ
の
組
み
合
わ
せ
な

ど
に
つ
い
て
、
今
後
、
一
年
間
を

か
け
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

を
お
聴
き
し
な
が
ら
十
分
つ
め
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
王
国
」
に
つ
い
て
の

ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企

画
課
1
39
・
２
２
０
４
、
公
園
緑

地
課
1
39
・
２
２
３
０
へ
ど
う
ぞ

（
基
本
構
想
の
概
要
は
、
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.cit

y.nagaoka.niigata.jp

で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
）。

▲対象地の一つ千秋が原南公
園（仮称）のイメージ図

これからの季節は、集中豪雨などによる水害が心配さ
れます。水害に備えて６月６日に信濃川河川敷周辺（信
濃２）で、長岡地区信濃川水防訓練が実施されました。

水害に備えて信濃川水防訓練を実施
この訓練は水防技術の向上のため、梅雨の時期を前に

毎年実施しているもの
です。今年は、市内の
消防団や消防署、国土
交通省信濃川河川事務
所、新潟県、長岡市の
職員ら約1 3 0人が参加。
災害時に迅速に対応で
きるよう、信濃川の増
水による堤防の越水や
決壊などを防ぐ「月の
輪工」「シート張工」と

いった工法による水防訓練が行われました。

あなたの備えをチェックしましょう
洪水はいつ起こるかわかりません。普段から次のこと

を心掛けてください。
・天気予報や気象情報に気を付ける。
・非常食や持ち出すものなどを準備しておく。
・避難場所や避難路を確認しておく。
また、地下室の浸水被害は浸水によ

る電気設備の停電などで、地上での被
害よりも大きくなるおそれがあります。
日ごろから浸水に備えて「土のう」や
「浸水防止板」などを用意しておきま
しょう。
地下施設は、外の様子がわかりにくく、万一、水が流

れ込み始めると、流れてくる水に逆らって避難すること
が困難です。異常に気付いたとき、避難の呼びかけがあ
ったときは、すぐに地上に移動しましょう。

長岡市、三島町、十日町市、津南町、中里村の５市町
村は、平成14年に「縄文」をキーワードに連携し、地域
振興や広域観光を促進するため信濃川火焔街道連携協議
会を設立しました。ただいま協議会では、多くの人たち
から、火焔土器をはじめとする縄文文化にかかわるロマ
ンあふれるさまざまな資料を知ってもらおうと、信濃川
火焔街道スタンプラリーを開催しています。

スタンプを集めて火焔グッズをもらおう
スタンプラリーで次の７つの施設のうち、５つ以上の

来館記念スタンプを集めると、その場で火焔グッズをプ
レゼントします。プレゼント品は、ぬりえ、キーホルダ
ー、ポストカード、コースター、絵葉書と和紙セットの
５点で、その中から１人２点を選べます。
また、協議会では首都圏からの誘客を促進するため、
県人会や新潟ファンクラブなどに積極的にＰＲしていま
す。
対象人数＝各施設合計で5 0 0人（先着）
期間＝12月26日aまで（終了日前に定員5 0 0人に達した

場合は、その日をもって終了します）
問い合わせ＝観光課1３９・２２２１

次の７つの施設で
来館記念スタンプをゲットしよう！
●新潟県立歴史博物館（関原町１1４７・６１３０）

入館料＝一般400円、高校生・大学生200円、小・中学
生100円（土・日・祝日は小・中学生無料）

●長岡市立科学博物館（柳原町1３２・０５４６）
入館料＝無料

●長岡市郷土史料館（御山町1３５・０１８５）
入館料＝大人300円、高校生・障害者・介助者200円、
小・中学生150円

●三島町郷土資料館（三島郡三島町上岩井1４２・２２２２）
入館料＝大人300円、小・中学生150円

●十日町市博物館（十日町市西本町１1０２５７・５７・５５３１）
入館料＝500円（中学生以下無料）

●津南町歴史民俗資料館（中魚沼郡津南町船山1０２５７・
６５・２８８２）
入館料＝大人210円、小・中学生100円

●津南町農と縄文の体験実習館なじょもん（中魚沼郡津
南町下船渡1０２５７・６５・５５１１）
平成16年８月１日オープン予定

水害への備えは大丈夫？

▲土のうを積んで水を溜め、その水
圧で堤防からの漏水を抑える「月の
輪工」の訓練で 問い合わせ＝防災課1３９・２２０６

「雨の日や冬に遊べる場所がない」「子どもを遊ばせな
がら、子育て相談や親同士が交流できる場所がほしい」。
市民のみなさんのそんな要望に応えるため、このたび

長岡市は雪国ならではの公園づくりの提案として、「こ
ども王国」の基本構想をまとめました。

▲火焔グッズ（ぬりえ、キーホル
ダー、ポストカード）

スタンプラリーに挑戦しよう スタンプラリーに挑戦しよう 



 

［主要事業］ 
　市町村合併の推進（情報システムの 
　　再構築を含む）：　　　　　　3億5,936万円 
　 e-ネットシティながおかの推進：1億2,809万円 
　市民センターの運営：　　　 　　1億1,261万円 
　戦災資料館の整備：　　　　　　　　  515万円 

総務費　68億4,234万円 
歳　出 

647億8,664万円 

22.3％ 

17.3％ 

10.6％ 

歳　入 
675億3,036万円 

39.0％ 

15.3％ 
11.6％ 

7.7％ 

8.0％ 

3.7％ 
3.3％ 

11.4％ 

12.0％ 11.6％ 

11.4％ 

7.3％ 

7.5％ 

市税 
263億6,600万円 

その他 
（地方消費税交付金、 
分担金・負担金、財産 
収入など） 
77億8,326万円 

諸収入 
（市が中小企業に 
融資した資金の元 
利償還金など） 
102億9,688万円 

地方交付税 
78億302万円 

繰越金 
22億484万円 

国庫支出金 
51億7,167万円 

市債 
53億8,580万円 

県支出金 
25億1,889万円 

民生費　144億3,148万円 
その他　49億3,497万円 

土木費　112億447万円 

消防費：    　　24億9,049万円 
農林水産業費：11億5,179万円 
労働費：　　　  8億7,498万円 
議会費：　　　  4億1,581万円 
災害復旧費：　　　　190万円 

［主要事業］ 
　保育園の増築・改修：　　　　　　 　2億9,433万円 
　児童館の運営：　　　　　　　　 　　1億2,398万円 
　高齢者・障害者施設整備費の助成：　  1億2,966万円 
　ファミリー・サポート・センターの運営：1,178万円 

［主要事業］ 
　道路の新設改良：　　　　　　  19億2,462万円 
　公園の整備：　　　　　　　　　 6億6,156万円 
　高齢者向け優良賃貸住宅の整備： 1億5,024万円 
　中心市街地構造改革の検討：　　　      685万円 

［主要事業］ 
　中小企業への資金融資：66億8,903万円 
　まちなか観光周遊ルートの設定： 
　　　　　　　　　　　　　　　212万円 

［主要事業］ 
　幼児医療費の助成（15年度は入院は就学前まで、 
　　通院は４歳未満児まで）：　1億8,301万円 
　ごみの減量と資源のリサイクル：7,568万円 

衛生費　47億5,855万円 

商工費　77億5,827万円 

（市債の元利償還金など） 

公債費　74億8,618万円 

［主要事業］ 
　校舎の増改築等：　　　　　 12億9,262万円 
　コミュニティセンターの整備：1億3,066万円 
　長岡歴史事典の発行：　　　　　  1,003万円 
　インターネットによる図書館の蔵書検索・ 
　　予約システムの導入：　　　　　 372万円 

教育費　73億7,038万円 
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た
ま
ち
づ
く
り
」「
に
ぎ
わ
い
と
活

気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
市
民

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
実
現
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
着
実
に
進
め
ま

し
た
。

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

特
別
会
計
は
、
い
ず
れ
も
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
（
左
表
参
照
）。

下
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
下

水
道
の
整
備
が
十
五
年
度
で
ほ
ぼ

完
了
し
、
普
及
率
が
約
一
〇
〇
％

に
よ
る
人
件
費
の
縮
減
や
経
費
の

節
減
に
努
め
な
が
ら
、
市
町
村
合

併
や
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
た
施
策
な
ど
、
新
し
い
時
代
の

礎
と
な
る
重
点
施
策
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
在
宅
介

護
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
、
市

民
生
活
に
密
着
し
た
事
業
を
き
め

細
か
く
実
施
し
、
十
五
年
度
の
当

初
予
算
編
成
方
針
と
し
て
掲
げ
た

「
活
力
あ
る
中
核
都
市
を
目
指
し

助
制
度
を
可
能
な
限
り
活
用
し
た

り
、
地
方
交
付
税
の
不
足
分
を
補

う
た
め
の
市
債
を
発
行
し
た
り
し

な
が
ら
、
歳
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

市
債
残
高
は
減
少

基
金
残
高
に
は
ま
だ
余
裕

市
債
（
市
の
長
期
借
入
金
）
は

五
十
四
億
円
発
行
し
ま
し
た
が
、

一
方
で
五
十
五
億
円
償
還
し
た
た

め
、
十
五
年
度
末
の
市
債
残
高
は

六
百
七
十
九
億
円
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
一
億
円
減
り
ま
し
た
（
グ

ラ
フ
１
参
照
）。

ま
た
、
基
金
（
市
の
貯
金
）
の

う
ち
財
政
調
整
基
金
を
五
億
円
取

り
崩
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十

五
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高

は
三
十
八
億
円
、
こ
れ
に
減
債
基

金
と
都
市
整
備
基
金
を
加
え
た
主

要
三
基
金
の
残
高
は
五
十
三
億
円

と
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。

徹
底
し
た
経
費
の
節
減
で

政
策
的
事
業
を
着
実
に
実
施

歳
出
面
で
は
、
職
員
数
の
削
減

一
般
会
計

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
六
百
七

十
五
億
三
千
三
十
六
万
円
、
歳
出

総
額
が
六
百
四
十
七
億
八
千
六
百

六
十
四
万
円
で
し
た
。

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
引

く
と
、
二
十
七
億
四
千
三
百
七
十

二
万
円
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
平
成

十
六
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に

充
て
る
財
源
一
億
一
千
三
百
七
十

八
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

は
、
二
十
六
億
二
千
九
百
九
十
四

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
や
地
方
交
付
税
が
減
少

補
助
制
度
の
積
極
活
用
や

市
債
の
発
行
等
で
歳
入
確
保

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

市
税
収
入
が
、
前
年
度
に
比
べ
て

約
九
億
五
千
万
円
減
っ
た
ほ
か
、

国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税

も
約
十
一
億
円
減
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
基
幹
収
入
の
落
ち
込

み
を
埋
め
る
た
め
、
国
・
県
の
補

平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の

決
算
（
見
込
み
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
一
般
会
計
を
中
心
に

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
決
算
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
監
査

委
員
の
審
査
を
経
て
、
市
議
会
で
認
定
を
受
け
ま
す
。

に
達
し
ま
し
た
。

な
お
、
水
道
事
業
会
計
の
資
本

的
収
支
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
内

部
留
保
資
金
（
減
価
償
却
費
な
ど
）

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ

た
財
源
の
有
効
活
用
と
健
全
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

決
算
報
告
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
財
政
課
1
39
・
２
２

０
９
へ
ど
う
ぞ
。

0
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財
政
調
整
基
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基
金
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主要3基金の年度末残高の状況
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グラフ1

※11年度の市債発行額には、繰上償還に伴う借換債を含む 
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86

市債発行額、元金償還額、市債残高の推移（一般会計）

会計別決算額（見込み） 
会　　計　　名 

合　　　　 　計 

歳　　入 歳　　出 差　　引 

特
　
別
　
会
　
計 

一 般 会 計  

国民健康保険事業 

と 畜 場 事 業  

下 水 道 事 業  

スキー場事業  

駐 車 場 事 業  

老人保健事業  

介護保険事業  

675億3,036万円 
119億4,008万円 
4億3,204万円 
93億4,035万円 
1億3,185万円 
8,604万円 

151億7,576万円 
97億3,015万円 

1,143億6,663万円 

647億8,664万円 
119億1,633万円 
4億3,204万円 
93億3,397万円 
1億3,185万円 
8,604万円 

150億6,049万円 
95億4,018万円 

1,112億8,754万円 

27億4,372万円 
2,375万円 

 
638万円 

 
 

1億1,527万円 
1億8,997万円 
30億7,909万円 

平成15年度の市債の借入状況（全会計） 
借　  入  　先 借 入 額 使　 い 　み 　ち 

簡易生命保険積立金 

郵 便 貯 金 資 金  

財 政 融 資 資 金  

公営企業金融公庫 

民間金融機関等 

2億2,310万円 

2億3,860万円 

58億7,130万円 

3億7,920万円 

5億4,810万円 

公園整備、公営住宅整備ほか 

道路整備、減税補てん債ほか 

下水道整備、臨時財政対策債ほか 

上下水道整備ほか 

学校整備、コミュニティセンター整備ほか 

水 道 事 業 会 計 収　　入 支　　出 差　　引 

収 益 的 収 支  

資 本 的 収 支  

46億2,655万円 
8億9,129万円 

40億8,171万円 
25億7,193万円 

5億4,484万円 
△16億8,064万円 

※市債は返済が長期にわたります。道路や学校などの整備費の一部を市債で賄うことで、
将来その施設を利用する市民にも経費を負担してもらうことができます。 

※収益的収支とは、1年間の通常業務にかかる事業の収入と支出。資本的収支とは、
企業債収入や建設改良費など、その影響や効果が将来にわたる収入と支出。 

平
成
１５
年
度
決
算
報
告

長
岡
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一般会計は
このようになり
ました



②
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
古
代
の
ま
が
玉

を
つ
く
ろ
う
」（
要
入
館
料
）

日
時
＝
７
月
17
日
g
ま
で
の
土
・
日

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
（
随
時
）

③
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
芝
居
の
役
者
に

な
り
き
ろ
う
」（
要
入
館
料
）

日
時
＝
７
月
18
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
（
随
時
）

■
長
岡
市
民
劇
場

「
45
周
年
記
念
ご
祝
儀
寄
席
」

日
時
＝
７
月
10
日
g
午
後
２
時
か
ら

と
午
後
７
時
か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇

場
　
入
場
料
＝
無
料
（
要
整
理
券
）

出
演
＝
林
家
た
い
平
、
扇
家
和
楽
社

中
、
江
戸
家
ま
ね
き
猫
、
ロ
ー
カ
ル

岡
ほ
か
　
□問
長
岡
市
民
劇
場
1
35
・

９
５
３
８

■
瞽
女
の
祭
り
　
妙
音
講

日
時
＝
７
月
17
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
唯
敬
寺
（
草
生
津
３
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
小
・
中
学
生

無
料
）

内
容
＝
瞽
女
御
条
目
朗
読
、

瞽
女
唄
奉
納
　
□問
瞽
女
唄
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
1
35
・
９
５
３
８

■
母
乳
育
児
支
援
サ
ー
ク
ル

「
ほ
乳
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

子
育
て
講
座
も
あ
り
ま
す
。
妊
婦

さ
ん
大
歓
迎
。

日
時
＝
７
月
23
日
、
８
月
27
日
（
毎

月
第
４
金
曜
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場
＝
上
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
　
参
加
料
＝
２
０
０
円
　
□問
同

ク
ラ
ブ
・
鈴
木
さ
ん
1
29
・
５
２
８
０

■
伝
統
文
化
こ
ど
も
お
こ
と
教
室
　

日
時
＝
７
月
24
日
〜
来
年
３
月
の
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
計
20

回
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

対
象
＝
小
学
生
、
中
学
生
　
参
加
料

＝
無
料
　
持
ち
物
＝
こ
と
爪
　
□申
箏

同
好
会
・
今
井
さ
ん
1
・
FAX
32
・
８

３
５
７

科
学
博
物
館
1
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kah
ak
u
@
city
.n
ag
aok
a.n
ii

gata.jp

科
学
博
物
館
は
、
７
月
21
日

d
か
ら
９
月
５
日
a
ま
で
休
ま

ず
開
館
し
ま
す
。

●1
夏
休
み
植
物
教
室

①
草
花
あ
そ
び

日
時
＝
７
月
24
日
g
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

は
さ
み
　
参
加
料
＝
50
円
　
定

員
＝
40
人
（
先
着
）

申
し
込

み
＝
７
月
12
日
b
〜
21
日
d

②
親
子
植
物
観
察
会

夏
の
植
物
を
観
察
し
、
植
物

標
本
づ
く
り
も
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
Ａ
駐
車
場
　
観
察
地
＝
東
山

フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
自
然
観
察

林
　
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
　
持
ち
物
＝
昼
食
、

水
筒
、
筆
記
用
具
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
　
参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込

み
＝
７
月
22
日
e
ま
で

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
樹
木
博
士

展
示
を
使
っ
て
樹
木
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
ま
す
。
直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
３
日
c
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
科
学
博
物
館

展
示
室
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
　
参
加
料

＝
無
料

④
つ
る
や
枝
で
工
作

日
時
＝
８
月
11
日
d
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

は
さ
み
　
参
加
料
＝
１
０
０
円

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
７
月
12
日
b
〜
８
月
８

日
a

●2
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
浦
瀬
町
　
集
合
＝
旧
Ａ
コ

ー
プ
山
本
店
駐
車
場
（
浦
瀬
町

交
差
点
か
ら
東
へ
約
１
０
０
ｍ

の
左
手
）

持
ち
物
＝
筆
記
用

具
、
雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど
　
参

加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝
７

月
22
日
e
ま
で

●3
縄
文
時
代
の

石
器
を
つ
く
る
会

黒
曜
石
や
滑
石
で
矢
じ
り
や

勾
玉
を
作
り
、
縄
文
時
代
の
技

術
や
文
化
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
藤
橋
歴

史
の
広
場
（
ふ
じ
は
し
歴
史
館

前
）

対
象
＝
小
学
生
以
上（
小

学
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
軍
手
、
使
い
古
し
た

タ
オ
ル
ま
た
は
ぞ
う
き
ん
、
昼

食
、
水
筒
　
参
加
料
＝
５
０
０

円
（
材
料
費
含
む
）

定
員
＝

30
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

７
月
12
日
b
〜
22
日
e

●4
親
子
昆
虫
標
本
作
成
教
室

〔
昆
虫
採
集
〕
日
時
＝
７
月
25

日
a
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分
（
雨
天
中
止
）

観
察

地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン

ド
Ａ
駐
車
場
　
対
象
＝
小
学
生

以
上
と
そ
の
保
護
者
　
持
ち
物

＝
採
集
用
具
、
筆
記
用
具
、
昼

食
　
参
加
料
＝
50
円
　
　

〔
標
本
づ
く
り
〕
日
時
＝
７
月

26
日
b
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
＝
中
央
公
民
館
３
０
２
教
室

参
加
料
＝
50
円

申
し
込
み
＝
７
月
22
日
e
ま
で

■
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
会
　

働
く
マ
マ
が
集
ま
っ
て
交
流
し
て

い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
９
日
f
・
23
日
f
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
川

崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
参
加

料
＝
１
０
０
円
　
持
ち
物
＝
弁
当

□問
同
会
・
小
池
さ
ん
1
25
・
３
５
１

０■
県
立
歴
史
博
物
館
1
47
・
6
1
3

5
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
企
画
展
「
世
界
大
風
呂
敷
展
―
布

で
包
む
　
も
の
と
心
―
」

期
日
＝
７
月
３
日
g
〜
８
月
29
日
a

●5
自
然
観
察
指
導
者
講
習
会

自
然
科
学
分
野
の
教
育
に
携

わ
る
指
導
者
の
た
め
の
野
外
研

修
で
す
。
地
質
、
植
物
、
昆
虫
、

鳥
類
の
指
導
法
を
習
得
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
27
日
c
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
の
と

き
は
日
程
を
短
縮
し
て
実
施
し

ま
す
）

観
察
地
＝
鋸
山
周
辺

集
合
＝
鋸
山
花
立
コ
ー
ス
登
山

口
（
栖
吉
町
）

持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
採
集
・
観
察
用
具
、

昼
食
、
雨
具
　
参
加
料
＝
50
円

申
し
込
み
＝
７
月
24
日
g
ま
で

●6
雪
と
氷
の
お
も
し
ろ
実
験

南
極
氷
の
観
察
、
人
工
雪
結

晶
づ
く
り
、
切
っ
て
も
切
れ
な

い
氷
の
実
験
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ダ
ス
ト
づ
く
り
、
氷
点
下
で
も

凍
ら
な
い
水
の
実
験
な
ど
を
行

い
ま
す
。
時
間
内
で
繰
り
返
し

実
施
し
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ

い
時
間
に
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
２
日
b
午
前
10
時

〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４
時
30

分
　
会
場
＝
科
学
博
物
館
展
示

室
　
対
象
＝
５
歳
〜
一
般
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料
＝
無
料

●7
夏
休
み
巣
箱
づ
く
り
教
室

い
ろ
い
ろ
な
鳥
の
巣
を
紹
介

し
な
が
ら
、
く
ぎ
や
か
な
づ
ち

を
使
わ
ず
に
簡
単
な
巣
箱
を
作

り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
８
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

（
小
学
４
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

は
さ
み
　
参
加
料
＝
８
０
０
円

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
７
月
12
日
b
〜
８
月
５

日
e

●8
砂
と
水
と
で
お
も
し
ろ
実
験

砂
と
水
が
引
き
起
こ
す
不
思

議
で
お
も
し
ろ
い
現
象
を
３
種

類
の
実
験
装
置
で
観
察
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
３
日
c
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
科
学
博
物
館

展
示
室
　
対
象
＝
５
歳
〜
一
般

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
サ
イ
ズ
の
空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
２
本
　
参
加
料
＝
無
料

●9
和
紙
づ
く
り
体
験
講
座

紙
す
き
を
体
験
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
６
日
f
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
　
集
合
＝
科
学
博

物
館
前
に
午
前
８
時
50
分
　
会

場
＝
小
国
和
紙
生
産
組
合
（
小

国
町
）

対
象
＝
小
学
３
年
〜

６
年
生
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
、
水
筒
　
参
加
料
＝
６
０

０
円
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
７
月
12
日
b
〜
８

月
３
日
c

●10
昆
虫
観
察
会

日
時
＝
８
月
８
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
馬
高
遺
跡
周
辺
　
集

合
＝
馬
高
遺
跡
駐
車
場
　
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
採
集
用
具
、

昼
食
　
参
加
料
＝
50
円
　
申
し

込
み
＝
８
月
５
日
e
ま
で

●11
夏
休
み
は
「
藤
橋
歴
史
の

広
場
」
へ
ど
う
ぞ

出
土
品
を
展
示
し
た
ふ
じ
は

し
歴
史
館
や
、
復
元
し
た
住
居

な
ど
が
あ
り
、
縄
文
時
代
の
く

ら
し
や
文
化
を
楽
し
く
学
習
で

き
ま
す
。
７
月
24
日
g
〜
８
月

31
日
c
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

所
在
地
＝
西
津
町
４
１
５
７
の

１
　
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
　
入
場
料
＝
無
料

庶
務
課

1
39
・
2
2
0
3

FAX
39
・
2
2
7
5

●1
長
岡
空
襲
史
跡
め
ぐ
り

長
岡
戦
災
資
料
館
の
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
長
岡
空
襲
の
史

跡
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
）。

日
時
＝
７
月
17
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分
　
集
合
＝
長

岡
戦
災
資
料
館
　
コ
ー
ス
＝
長

岡
戦
災
資
料
館
、
模
擬
原
子
爆

弾
投
下
地
点
（
左
近
町
）
、
柿

川
戦
災
殉
難
地
の
碑
（
柳
原
公

園
）
、
平
和
像
（
平
和
の
森
公

園
）
、
戦
災
殉
難
者
慰
霊
塔（
平

潟
公
園
）
、
戦
災
殉
難
者
之
墓

（
昌
福
寺
）

定
員
＝
30
人（
先

着
）

参
加
料
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
７
月
８
日
e
〜
13
日
c

●2
長
岡
戦
災
資
料
館

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

長
岡
戦
災
資
料
館
は
、
７
月

20
日
c
〜
８
月
31
日
c
は
休
ま

ず
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
　
所
在
地
＝
ま
ち
な
か
・

考
房
１
階
（
大
手
通
２
）

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

長岡市ホームページアドレス

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

9 8

長岡市をはじめ新潟
県・群馬県の11市町村
で構成する関越地域連
携協議会（会長・森長
岡市長）では、地域の
宝である「信濃川」に
親しみながら、地域連
携・交流を進めるため、

信濃川Ｅボート交流大会を開催します。
Ｅボート（10人乗り手こぎボート）で信
濃川の川下りをしたり、交流レースに参加
したりしてみませんか。
期日＝７月31日g

〔川下り体験〕
時間＝午前８時～11時30分　コース＝信濃
川妙見堰下流～大手大橋下流右岸運動公園
対象＝小学生以上　定員＝40人（先着）
〔交流レース＆交流会〕
時間＝午後１時～７時　会場＝妙見堰上流
対象＝小学生～一般の団体（１チーム10人）

◇　　　　　◇
参加料＝無料　持ち物＝濡れてもいい服装
と履物、タオル　申し込み＝７月12日b～
21日dに企画課1３９･２２０４へ

鋸山を主峰とする長岡東山の山並み
には、現在、ブナはわずかに点在して
いるだけです。しかし、イヌワシやカ
モシカなど深山の森林帯に分布する動
物が生息することから、以前は、一面
ブナ林が広がっていたと考えられます。
一方、人里近くには薪炭林として人
の手で維持されてきたコナラやミズナ
ラの雑木林があり、早春に地面を覆う
カタクリやギフチョウなど固有の生き
物が生息し、ブナ林とは違う姿を見せています。
この特別展では、東山の生い立ちとブナ林を基調とした
豊かな自然を紹介し、荒廃の進む里山の姿とこれからの課
題を解説します。
期間＝７月17日g～９月20日-（７月20日cと９月６日b

は休館） 時間＝午前９時～午後５時（入館は午後４時30
分まで） 会場＝科学博物館自然展示室
●長岡東山「さとやま」の自然を考える会
参加者のみなさんとともに東山の自然について考えます。
日時＝８月１日a午後２時～４時　会場＝中央公民館大ホ
ール　定員＝80人（先着） 基調講演＝「東山の鳥類相の
特徴」 講師＝科学博物館前館長・渡辺央さん　申し込み
＝７月12日b～29日e

●顕微鏡で見る長岡東山の化石と岩石
東山産の小さな化石や鉱物を顕微鏡を使って紹介します。
直接会場へどうぞ。
日時＝８月１日a午前９時～11時30分　会場＝科学博物館
自然展示室　対象＝小学生～一般（小学生は保護者同伴）

特別展「長岡東山の自然」(入館無料)

問い合わせ＝科学博物館1３２・０５４６

▲Eボート

▲東山を望む

田んぼの周りに住む生き物を調べます。里山の中で１日
を過ごして、自然の大切さを発見しましょう。
日時＝８月10日c午前９時～午後３時30分　集合＝環境衛
生センター（寿３の６の１） 対象＝小学生（３年生以上）
定員＝40人（先着） 申し込み＝７月９日fから環境政策
課1２４・０５２８、FAX２４・６５５３へ

夏休みこども環境探検隊（無料）

こ
く
よ
う

か
っ
せ
き

ま
が
た
ま

しん たん りん

ご
　
ぜ

信濃川Ｅボート交流大会に
参加しませんか



号
高
頭
町
入
口
交
差
点
近
く
）

定

員
＝
30
人
（
先
着
）

料
金
＝
ジ
ャ

ガ
イ
モ
１
袋
５
０
０
円
　
□申
７
月
９

日
f
〜
20
日
c
に
三
古
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
1
38
・
２
５
５
４
へ

■
新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場

一
般
公
開
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
内
容
＝
魚
類
の
ク
イ
ズ
コ

ー
ナ
ー
、
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
魚
の
飼

い
方
の
相
談
な
ど
　
会
場
・
□問
内
水

面
水
産
試
験
場
（
大
川
原
町
）
1
22

・
２
１
０
１

■
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
・
作
物
　

研
究
セ
ン
タ
ー
案
内
デ
ー
（
無
料
）

国
際
コ
メ
年
に
あ
た
り
、
米
の
最

新
の
研
究
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
27
日
c
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
内
容
＝
ほ
場
案
内
、
ミ
ニ

講
演
会
、
パ
ネ
ル
展
示
、
実
験
体
験

会
場
・
□問
農
業
総
合
研
究
所
（
長
倉

町
）
1
35
・
０
０
４
７

■
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
1
34
・
　

9
3
1
2
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
こ
ど
も
わ
く
わ
く
サ
イ
エ
ン
ス

「
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
見

よ
う
」（
無
料
）

日
時
＝
７
月
30
日
f
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
定
員
＝
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
20
組
、
中
学
生
20
人
（
先
着
）

□申
７
月
23
日
f
ま
で
に
所
定
の
申
込

書
で

②
中
学
生
の
た
め
の
公
開
講
座

「
化
学
と
生
物
の
世
界
」

日
時
＝
８
月
５
日
e
・
６
日
f
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
内
容
＝
遺
伝
子

と
遺
伝
子
組
み
換
え
を
知
ろ
う
！
光

る
微
生
物
作
り
ほ
か
　
定
員
＝
20
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
３
、１
０
０
円

□申
７
月
23
日
f
ま
で
に
所
定
の
申
込

書
で

中
央
図
書
館
1
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

●1
●2
●3
は
直
接
会
場
へ
ど
う

ぞ
（
参
加
無
料
）。

●1
映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
７
月
13
日
c

午
後
２
時
〜
４
時
15
分
「
無
防

備
都
市
」
（
’45
年
イ
タ
リ
ア
）

②
７
月
18
日
a
午
後
２
時
〜
３

時
40
分
「
冬
冬
の
夏
休
み
」（
’84

年
台
湾
）

会
場
＝
中
央
図
書

館
講
堂
　
定
員
＝
１
９
０
人（
先

着
）

●2
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
７
月
14
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
１
　
内
容
＝
ポ
ー

ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
作
、
ケ

ビ
ン
・
ホ
ー
ク
ス
絵
「
ウ
エ
ズ

レ
ー
の
国
」

●3
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
７
月
23
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
サ
マ
セ

ッ
ト
・
モ
ー
ム
著
「
月
と
六
ペ

ン
ス
」

会
場
・
問
い
合
わ
せ

＝
互
尊
文
庫
1
35
・
７
９
８
１

●4
夏
休
み
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

夏
休
み
に
図
書
館
の
窓
口
業

務
や
本
の
返
却
、
書
架
の
整
理

等
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
７
月
26
日
b
〜
８
月
30

日
b

時
間
＝
①
午
前
９
時
〜

正
午
②
午
後
２
時
〜
５
時
　
場

所
＝
中
央
図
書
館
、
各
地
域
図

書
館
　
内
容
＝
図
書
館
業
務
全

般
　
対
象
＝
中
学
生
以
上
（
半

日
の
み
の
参
加
で
、
ほ
ぼ
連
続

し
て
４
日
以
上
参
加
で
き
る
人
。

報
酬
、
手
当
等
は
あ
り
ま
せ
ん
）

定
員
（
１
日
当
た
り
）
＝
中
央

図
書
館
…
午
前
・
午
後
各
10
人

程
度
、
各
地
域
図
書
館
…
午
前

・
午
後
各
５
人
程
度
（
先
着
）

説
明
会
＝
７
月
24
日
g
午
後
２

時
か
ら
中
央
図
書
館
講
堂
で

申
し
込
み
＝
７
月
16
日
f
ま
で

に
各
図
書
館
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
を
希
望
す
る
図
書
館
へ
本

人
が
直
接
持
参

●5
「
と
し
ょ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を

開
催
し
ま
す

夏
休
み
中
に
本
を
い
っ
ぱ
い

読
ん
だ
り
、
図
書
館
主
催
の
お

は
な
し
会
に
参
加
し
た
り
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

た
く
さ
ん
参
加
し
た
人
に
、

す
て
き
な
景
品
や
賞
状
を
贈
り

ま
す
。

期
間
＝
７
月
１
日
e
〜
９
月
29

日
d

場
所
＝
中
央
図
書
館
、

各
地
域
図
書
館

①
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
ド
を
お
渡

し
し
ま
す
。
期
間
中
に
本
を
30

冊
読
ん
だ
人
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
＝
小
学
生
と
中
学
生

②
お
は
な
し
会
に
い
こ
う
コ
ー

スス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
お
渡
し

し
ま
す
。
図
書
館
主
催
の
お
は

な
し
会
に
参
加
し
た
際
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。
１
回
に
つ
き
ス

タ
ン
プ
を
１
個
押
し
ま
す
。
ス

タ
ン
プ
を
５
個
集
め
た
人
に
は

金
メ
ダ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。

対
象
＝
未
就
学
児
と
小
学
生

③
読
書
感
想
画
コ
ー
ス

本
を
読
ん
で
心
に
残
っ
た
場

面
な
ど
を
絵
に
描
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
作
品
を
図
書
館

に
掲
示
し
ま
す
。

対
象
＝
未
就
学
児
〜
中
学
生

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

1
34
・
1
3
0
5

す
べ
て
会
場
は
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
で
す
。

●1
夏
休
み
「
一
芸
教
室
」

①
〜
④
と
も
参
加
料
は
、
各

申
し
込
み
締
切
日
ま
で
に
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

①
初
心
者
囲
碁
教
室

日
時
＝
７
月
24
日
g
・
25
日
a

・
30
日
f
、
８
月
６
日
f
・
20

日
f
・
27
日
f
（
計
６
回
）
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
（
初
回
の

み
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
）

対
象
＝
小
学
１
年
生
以
上
　
定

員
＝
20
人（
先
着
）

参
加
料
＝

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
し
込
み
＝
７
月
17
日
g
ま
で

②
マ
ジ
ッ
ク
教
室

マ
ジ
ッ
ク
の
ネ
タ
を
作
っ
て
、

み
ん
な
の
前
で
披
露
し
よ
う
。

日
時
＝
７
月
29
日
〜
８
月
19
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
計
４
回
）

対
象
＝

小
学
３
年
生
以
上
　
定
員
＝
20

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、２

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
７
月
22

日
e
ま
で

③
折
り
紙
教
室

折
り
紙
で
お
も
ち
ゃ
作
り
を

し
た
り
、
色
紙
に
折
り
紙
を
張

っ
て
絵
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
10
日
c
・
17
日
c

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
計
２

回
）

対
象
＝
小
学
３
年
生
以

上
　
定
員
＝
15
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
７
月
31
日
g
ま
で

④
ラ
タ
ン
（
籐
）
工
芸
教
室

籐
を
編
ん
で
、
小
物
入
れ（
大

と
小
）
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
11
日
d
・
18
日
d

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
計
２

回
）

対
象
＝
小
学
３
年
生
以

上
　
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
７
月
31
日
g
ま
で

●2
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天

・
曇
天
の
場
合
は
中
止
）。

日
時
＝
７
月
23
日
f
・
30
日
f

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●3
夏
休
み
将
棋
大
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
27
日
c
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学
生

申
し
込
み
＝
７
月
18
日
a
ま
で

●4
夏
休
み
　
作
れ
世
界
記
録
！

子
ど
も
輪
投
げ
記
録
会

得
点
板
の
９
本
の
棒
に
い
く

つ
の
輪
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
か
を
競
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
28
日
d
午
前
９
時

■
朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
1
9

4
5
・
ヒ
ロ
シ
マ
　
ナ
ガ
サ
キ
」

日
時
＝
７
月
24
日
g
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
入
場

料
＝
小
学
生
以
上
５
０
０
円
　
□問
総

合
生
協
中
越
支
局
1
32
・
２
７
５
３

■
立
川
綜
合
病
院
の
催
し

①
病
院
開
放
の
日
「
病
院
の
中
っ
て
　

ど
う
な
っ
て
る
の
？
」（
無
料
）

診
察
室
、
検
査
室
、
薬
局
、
リ
ハ

ビ
リ
室
な
ど
が
見
学
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
g
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
　
対
象
＝
小
学
生
、
中
学
生

（
親
子
も
可
）

□申
参
加
者
全
員
の

氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

②
青
少
年
医
学
教
室
「
中
か
ら
見
て

み
よ
う
！
自
分
た
ち
の
か
ら
だ
」

（
無
料
）

診
察
方
法
や
検
査
を
体
験
し
ま
す
。

期
日
と
内
容
＝
８
月
14
日
g
…
耳
鼻

咽
喉
科
、
８
月
28
日
g
…
心
臓
血
管

外
科
　
時
間
＝
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
　
対
象
＝
小
学
校
高
学
年
と
中
学

生
　
定
員
＝
各
回
30
人
（
先
着
）

□申
７
月
30
日
f
ま
で
に
所
定
の
申
込

書
（
電
話
ま
た
は
１
階
受
付
で
請
求
）

を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

□問
立
川
綜
合
病
院
（
〒
９
４
０
―

８

６
２
１
神
田
町
３
の
２
の
11
）
1
33

・
３
１
１
１
、
FAX
33
・
８
８
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ルtatikaw

a@
niigata-ine

t.or.jp

■
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
前
９
時
か
ら
　

（
小
雨
決
行
）

会
場
＝
関
原
西
部

丘
陵
ポ
マ
ト
倶
楽
部
ほ
場
（
国
道
８

30
分
か
ら
　
対
象
と
定
員
＝
小

学
１
〜
３
年
生
の
部
…
20
人
、

小
学
４
〜
６
年
生
の
部
…
20
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

表
彰
＝
第
１
位
に
は
世
界
記
録

証
を
、
上
位
３
位
ま
で
に
は
順

位
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
　
申
し

込
み
＝
７
月
21
日
d
ま
で

●5
夏
休
み
　
み
ん
な
で
体
験

初
め
て
の
着
衣
泳
教
室

服
を
着
た
ま
ま
お
ぼ
れ
た
と

き
に
、
自
分
の
身
を
守
る
方
法

を
学
び
ま
す
。
学
校
の
先
生
の

研
修
に
も
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
29
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学

１
・
２
年
生
は
親
子
で
、
小
学

３
年
生
以
上
は
親
子
や
友
だ
ち

な
ど
と
２
人
以
上
で
。
大
人
は

１
人
で
可
）

定
員
＝
60
人（
先

着
）

参
加
料
＝
小
・
中
学
生

１
０
０
円
、
大
人
３
０
０
円（
会

員
券
の
あ
る
人
は
無
料
）

申

し
込
み
＝
７
月
31
日
g
ま
で

（
参
加
料
は
申
し
込
み
締
切
日

ま
で
に
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
）

●6
親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
８
月
22
日
a
、
９
月
12

日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30

分
（
計
２
回
）

対
象
＝
小
学
３

年
生
〜
高
校
生

ま
た
は
そ
の
親
子
　
定
員
＝
15

人
（
先
着
）

材
料
費
＝
粘
土

１
㎏
４
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

７
月
10
日
g
〜
31
日
g

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
の
利
用
案
内

期
間
＝
７
月
24
日
g
〜
８
月
31

日
c
（
月
曜
休
館
）

利
用
時

間
＝
温
水
プ
ー
ル
…
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
（
８
月
29
日
a
は

午
後
１
時
ま
で
、
８
月
31
日
c

は
休
み
）
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

…
午
前
11
時
・
午
後
１
時
30
分

・
３
時
20
分
（
夏
休
み
中
は
子

ど
も
無
料
、
大
人
は
有
料
）
、

科
学
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時

農
林
政
策
課

1
39
・
2
2
2
4

●
小
学
生
夏
休
み
農
業
・
農
村
　

体
験
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
や
野
菜

の
収
穫
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、

農
業
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
８
月
21
日
g
・
22
日
a

（
１
泊
２
日
）

会
場
＝
ふ
る

さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
＝
市
内
の
小
学
４
年
〜
６

年
生
　
定
員
＝
10
組
20
人
（
友

だ
ち
な
ど
と
２
人
１
組
で
。
多

数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料
＝

１
人
３
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
７
月
30
日
f
（
消
印
有
効
）ま

で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
小
学
生
農
業
・
農
村
体
験

希
望
」
、
参
加
児
童
２
人
の
学

校
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）
、
電
話
番
号
、
保
護

者
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
８
６
４
川
崎
３
の
２
４
２
１

の
１
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か
組
織

福
祉
課
1
35
・
１
３
０
４
へ

農
林
振
興
課

1
39
・
2
2
2
3

●
親
子
木
工
教
室

日
時
＝
７
月
24
日
g
午
前
９
時

〜
正
午
　
会
場
＝
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
　
持
ち
物

＝
の
こ
ぎ
り
、
か
な
づ
ち
　
定

員
＝
20
組
（
先
着
）

材
料
費

＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
７

月
９
日
f
〜
20
日
c

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

11 10

①～③の講座の中から１人１講座のみ応募できます。
会　場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝①②各2,000円③4,000円（いずれもテキスト代別）
申し込み＝７月20日c（必着）までに、往復はがきの往

信の裏に希望のコースNO．、住所、氏名、年齢、
電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を　
記入して〒940－0072柳原町２の１中央公民館へ
（多数の場合は抽選）

①パソコン入門講座～スイッチから（４日間コース）
初心者を対象とした、パソコンの基本操作（インター
ネット操作、メール送受信を含む）を学ぶ講座です。

②表計算入門講座（４日間コース)
初心者を対象とした、表計算ソフト（エクセル）の基
本的な操作を学ぶ講座です。

③ワープロ カメさんコース（８日間コース）
60歳以上の人を対象とした、ワープロソフトの基本操
作を学ぶ講座です。「ワープロはじめて講座」の内容を
８回に分けてゆっくりと学びます。

問い合わせ＝中央公民館1３２・０４３７

初心者パソコン講習　受講生募集

スイートコーン・枝豆の収穫体験
花火見物のお供に自分で収穫した朝採りスイートコー

ンや枝豆はいかがですか。
日時＝７月31日g午前６時～７時　会場＝ゆ
め農園（長岡ロングライフセンター隣） 定
員＝20人（抽選） 料金＝スイートコーン１
本80円、枝豆一束5 0 0円　申し込み＝７月22
日eまでに農林政策課1３９・２２２４へ

NO. 期　　　日 時　間 定員 

B16 9/7c 、8d 、9e 、10f 9：30～12：00 20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

E17 9/7c 、8d 、9e 、10f 13：30～16：00 20人 

NO. 期　　　日 時　間 定員 

K15 8/23b、24c、26e、27f、
30 b、31 c、9/2 e、3 f

9：30～12：00 20人 

期　　　日＝夏休み期間中の土・日曜日
開 園 時 間＝午前９時～午後５時

（入園は午後４時30分まで）
入　園　料＝大人300円、子ども200円
問い合わせ＝雪国植物園1４６・００３０

雪国植物園　子ども・昆虫採集ＯＫの日

と
う



◇
時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

◇
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

◇
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＝
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
　
参
加
料
＝

１
５
０
円
（
材
料
費
）

申
し

込
み
＝
７
月
９
日
f
〜
14
日
d

●2
「
ス
ラ
イ
ム
」
を
作
っ
て

楽
し
も
う
！

日
時
＝
７
月
19
日
-
午
前
11
時

〜
正
午
　
対
象
＝
幼
児
〜
小
学

校
低
学
年
と
そ
の
保
護
者
　
定

員
＝
25
組
（
先
着
）

申
し
込

み
＝
７
月
９
日
f
〜
16
日
f

●3
親
子
ふ
れ
あ
い
実
験
教
室

身
近
な
道
具
を
使
っ
て
、
科

学
の
不
思
議
や
楽
し
さ
を
体
験

し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
９
日
b
午
後
１
時

〜
２
時
30
分
　
対
象
＝
小
学
１

年
〜
３
年
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
20
組
（
先
着
）

申
し

込
み
＝
７
月
20
日
c
〜
８
月
５

日
e

●4
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
ち

び
っ
こ
広
場
の
「
わ
い
わ
い
ル

ー
ム
」
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
し
ょ
う
。

①
ひ
よ
こ
コ
ー
ス
（
生
後
６
カ

月
未
満
）

日
時
＝
７
月
13
日
c
・
27
日
c

の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時
間
程

度
）

②
め
ば
え
コ
ー
ス
（
生
後
６
カ

月
以
上
）

日
時
＝
７
月
20
日
c
、
８
月
６

日
f
の
午
前
11
時
か
ら
（
１
時

間
程
度
）

●5
子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
、

相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分ち

び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●6
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆

お
絵
描
き
タ
イ
ム

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
、
お
絵
描
き
な
ど
を

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
14
日
d
・
21
日
d

・
28
日
d
、
８
月
４
日
d
の
午

前
11
時
か
ら
（
45
分
程
度
）

●7
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会
（
無
料
）

セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
興
味
や

関
心
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
26
日
b
午
前
11
時

〜
午
後
０
時
30
分
　
会
場
＝
市

立
劇
場
小
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
セ

ン
タ
ー
事
業
を
紹
介
し
た
コ
ン

ト
、
子
育
て
の
心
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
、
手
作
り
お
も

ち
ゃ
の
作
り
方
な
ど
　
定
員
＝

１
０
０
人
（
先
着
）

申
し
込

み
＝
７
月
10
日
g
〜
20
日
c
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
務
局
1
39
・
２
８
６

０
、
FAX
39
・
２
８
６
１
へ

そ
の
他
の
催
し

●1
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
６
日
c
午
後
２
時

〜
３
時
　
会
場
＝
イ
ベ
ン
ト
広

場●2
絵
手
紙
作
品
展

日
時
＝
７
月
７
日
d
正
午
〜
19

日
-
午
後
３
時
　
会
場
＝
ま
ち

の
情
報
コ
ー
ナ
ー

●3
琴
・
筝
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
７
月
11
日
a
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
イ
ベ
ン

ト
広
場

●4
紀
の
会
・
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

「
花
火
と
身
近
な
花
」

日
時
＝
７
月
21
日
d
〜
30
日
f

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

＝
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
長
岡
空
襲
を
語
る
市
民
の
つ
ど
い

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
１
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
語
っ
て
く
だ
さ
る
方
＝
加
沢

ヨ
シ
さ
ん
ほ
か
　
参
加
料
＝
無
料

□問
長
岡
・
憲
法
を
く
ら
し
に
生
か
す

市
民
の
会
・
那
須
さ
ん
1
32
・
３
６

３
８

■
長
岡
算
数
教
育
を
語
る
会

「
算
数
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

学
力
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

今
、
こ
れ
か
ら
の
算
数
教
育
に
つ
い

て
学
校
教
員
と
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
１
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル

長
岡
　
内
容
＝
研
究
発
表
、
筑
波
大

学
附
属
小
学
校
教
諭
・
夏
坂
哲
志
さ

ん
の
講
演
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

□申
附
属
長
岡
小
学
校
・
高
橋
さ
ん
1

32
・
４
１
９
１

■
わ
ん
ぱ
く
共
和
国

期
日
＝
８
月
６
日
f
〜
８
日
a
（
２

泊
３
日
）

場
所
＝
妙
高
高
原
笹
ヶ

峰
キ
ャ
ン
プ
場
　
対
象
＝
小
学
２
年

生
〜
中
学
３
年
生
　
参
加
料
＝
２
０
、

０
０
０
円
（
食
費
、
交
通
費
、
保
険

料
な
ど
。
事
前
説
明
会
時
に
納
入
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

□申
７
月
25

日
a
ま
で
に
長
岡
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
事
務
局
・
番
場
さ
ん
1

・
FAX
47
・
１
１
６
７
へ
　
事
前
説
明

会
＝
７
月
25
日
a
午
前
10
時
か
ら
中

央
公
民
館
（
予
定
）
で

■
少
年
少
女
囲
碁
大
会

日
時
＝
８
月
８
日
a
午
後
０
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
　
対
象
＝
高
校
生
以
下
　
参
加
料

＝
５
０
０
円
　
□申
８
月
１
日
a
ま
で

に
長
岡
囲
碁
連
盟
・
小
方
さ
ん
1
・

FAX
35
・
４
３
０
５
へ

13 12

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

い
ず
れ
も
最
終
日
は
午
後
３

時
ま
で
で
す
。

●1
雅
な
和
紙
あ
そ
び
展

期
間
＝
７
月
７
日
d
〜
19
日
-

●2
2
0
0
4
年
信
濃
川
学
校

「
春
の
田
ん
ぼ
と
森
と
川
」

期
間
＝
７
月
21
日
d
〜
26
日
b

●3
絵
手
紙
第
二
楽
章
展

期
間
＝
７
月
28
日
d
〜
８
月
２

日
b

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

●1
と
な
り
の
ロ
シ
ア
〜
ロ
シ
ア

文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト

国
土
の
広
さ
は
も
と
よ
り
歴

史
、
芸
術
・
文
化
、
自
然
の
す

べ
て
が
広
大
で
奥
深
く
魅
力
的

な
ロ
シ
ア
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

☆
パ
ネ
ル
に
よ
る
文
化
紹
介

期
間
＝
７
月
10
日
g
〜
24
日
g

☆
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

日
時
＝
７
月
10
日
g
午
後
１
時

〜
４
時
　
会
場
＝
地
球
広
場

内
容
＝
ロ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生

に
よ
る
伝
統
ダ
ン
ス
、
音
楽
、

民
族
衣
装
な
ど
の
紹
介
、
パ
ネ

ル
展
な
ど

●2
英
語
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

English
Harbor

Pals
〜
英
語
を
話
す
港
〜

せ
っ
か
く
勉
強
し
た
英
語
を

話
し
た
い
、
英
語
が
好
き
と
い

う
方
、
英
語
で
楽
し
く
交
流
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
３
０
１

会
議
室
　
内
容
＝
英
語
で
の
自

己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど

●3
国
際
フ
ェ
ス
タ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

９
月
11
日
g
に
開
催
さ
れ
る

「
世
界
の
音
・
香
・
味
　
国
際

フ
ェ
ス
タ
そ
の
３
」
の
企
画
・

運
営
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
説
明
会
＝
７
月
11
日
a
午

後
１
時
30
分
か
ら
　
会
場
＝
地

球
広
場

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

w
ill@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●
市
民
企
画
講
座
「
幸
齢
セ
ミ

ナ
ー
〜
誇
り
を
も
っ
て
老
い

を
生
き
る
た
め
に
」

高
齢
期
に
あ
っ
て
も
、
一
人

の
人
間
と
し
て
い
き
い
き
と
誇

り
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と

の
意
義
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時
（
初

回
と
最
終
回
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
　
対

象
＝
４
回
と
も
出
席
で
き
る
人

申
し
込
み
＝
７
月
20
日
c
ま
で

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座
「
違
い
を
知

っ
て
正
し
く
使
い
分
け
〜
薬

草
・
漢
方
・
民
間
薬
の
話
」

日
時
＝
７
月
22
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
３
０
１

会
議
室
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

講
師
＝
薬
事
衛
生
指
導
員
・
広

橋
義
和
さ
ん
　
申
し
込
み
＝
７

月
８
日
e
か
ら

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
一
部
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●1
子
育
て
講
座
「
マ
マ
の
た
め

の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
作
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
（
保
育

あ
り
）。

日
時
＝
７
月
16

日
f
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　

定
員
＝
30
人（
先

着
）

持
ち
物

■
映
画
「
ロ
ス
ト
・
イ
ン
・
ト
ラ
ン

ス
レ
ー
シ
ョ
ン
」
上
映
会

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
後
０
時
30
分
、

２
時
50
分
、
５
時
10
分
、
７
時
30
分

会
場
＝
市
立
劇
場
　
入
場
料
（
前
売

り
）
＝
一
般
・
学
生
１
、４
０
０
円
、

ペ
ア
２
、４
０
０
円
　
□問
市
民
映
画
館

を
つ
く
る
会
1
・
FAX
33
・
１
２
３
１

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
夜
）

■
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
31
日
g
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
平
和
の
森
公
園
（
本

町
３
、
駐
車
場
な
し
。
雨
天
の
場
合

は
中
島
小
学
校
体
育
館
）

出
演
＝

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
主
題
歌

「
い
つ
も
何
度
で
も
」
の
作
曲
と
歌

・
木
村
弓
さ
ん
と
作
詞
・
覚
和
歌
子

さ
ん
、
落
語
家
・
入
船
亭
扇
辰
さ
ん

☆
絵
灯
ろ
う
作
品
募
集

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
の
会
場
に

展
示
す
る
絵
灯
ろ
う
を
募
集
し
ま
す

（
テ
ー
マ
と
画
材
は
自
由
。
用
紙
は

用
意
し
ま
す
）。

募
集
数
＝
１
０
０
基
　
□申
７
月
15
日

e
ま
で
に
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
・
河
上
さ
ん
1
・
FAX
33
・

３
１
９
９
へ

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
　
２
０
０
４

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

当
日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
（
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
前
〜
大
学
）。

日
時
＝
７
月
31
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

内
容
＝
大
学
紹
介
、

進
路
等
各
相
談
・
質
問
コ
ー
ナ
ー
、

研
究
室
見
学
な
ど
　
□申
７
月
23
日
f

ま
で
　
□問
長
岡
技
術
科
学
大
学
入
学

広
報
係
1
47
・
９
２
５
８

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
1
39
・
2
7
6
3

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分ころから３分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分ころから７分間、午後５時15
分ころから７分間

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」の申し込みもできます。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲ロシアの民族衣装を着た留学生
のみなさん

７
月
18
日
a
は
国
土
交
通
デ

ー
に
ち
な
み
、
入
園
無
料
で
す

（
駐
車
料
金
は
有
料
）。

７
月
の
休
園
日
＝
５
日
b
・

12
日
b
（
７
月
13
日
c
〜
９
月

５
日
a
は
無
休
で
す
）

■
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

「
ゆ
り
園
」

今
年
新
た
に
登
場
し
た
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
19
品
種

約
１
万
本
の
ユ
リ
が
７
月
中
旬

こ
ろ
ま
で
咲
き
誇
り
ま
す
。
大

輪
の
花
で
初
夏
の
公
園
を
彩
る

花
た
ち
と
す
て
き
な
ひ
と
と
き

を
ど
う
ぞ
。

■
サ
タ
デ
ー
ガ
イ
ド

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
長
が
、

初
夏
の
花
々
を
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
10
日
g
午
前
10
時

〜
正
午
　
集
合
＝
花
と
緑
の
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

日
時
＝
７
月
11
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
（
随
時
）

会
場

＝
銀
河
の
丘
周
辺

◇
　
　
　
　
　
◇

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

大自然の中で、友だちや思い出をたくさんつくりませんか。
期日＝８月27日f～29日a（２泊３日） 会場＝国立妙高少
年自然の家　内容＝野外炊飯、野外遊び、セレモニーファイ
ヤーなど　対象＝小学６年生　定員＝120人（先着） 参加
料＝7 , 0 0 0円　申し込み＝７月26日b～30日fに各子ども会
へ　問い合わせ＝青少年育成課1３２・０５８１

ジュニア・リーダー夏のつどい

期
日 

講
　
師 

7 /24 
g

10/16 
g

1/29 
g

12/18
g

内
　
容 

高
齢
者
の
介
護

（
介
護
保
険
制
度
） 

高
齢
者
の
愛
と
性 

高
齢
者
虐
待 

公
開
講
演
会

「
女
性
と
年
金

（
仮
題
）
」 

介
護
保
険
課 

長
岡
老
い
を

考
え
る
会 

 

助
産
師 

長
岡
老
い
を

考
え
る
会 

 

介
護
保
険
課 

お
茶
の
水
女

子
大
学
客
員

教
授
・
袖
井

孝
子
さ
ん 

こ
う
れ
い

ば
し
ょ

そ
う

期
日 

担
　
当 

7/15 
e

22 
e

8/5 
e

29 
e

内
　
容 

母
子
の
健
康
と

子
育
て 

お
母
さ
ん
の
悩

み
聞
き
ま
す 

幼
児
期
の
食
事 

家
庭
内
の
困
り

ご
と 

母
子
保
健

推
進
員 

先
輩
マ
マ 

栄
養
士 

家
庭
児
童

相
談
員 

み
や
び



は
１
家
族
３
人
ま
で
）

□申
７
月
30

日
f
ま
で
に
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
希
望
集
合
場
所
（
長
岡

駅
東
口
ま
た
は
県
長
岡
地
域
振
興
局
）

を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
８
６
５

四
郎
丸
町
１
７
３
の
２
長
岡
地
域
振

興
局
地
域
整
備
部
計
画
調
整
課
1
38

・
２
６
１
４
、
FAX
38
・
２
６
７
６
へ

■
長
岡
商
業
高
校
学
校
開
放
講
座

は
じ
め
よ
う
！
パ
ソ
コ
ン
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

日
時
＝
８
月
30
日
b
〜
９
月
30
日
e

午
後
７
時
〜
９
時
（
計
10
回
）
対
象

＝
市
内
在
住
の
社
会
人
　
定
員
＝
35

人
（
抽
選
）
受
講
料
＝
５
、０
０
０
円

□申
７
月
13
日
c
〜
15
日
e
に
往
復
は

が
き
に
「
学
校
開
放
講
座
希
望
」
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

職
業
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
８

１
７
西
片
貝
町
１
７
２
６
長
岡
商
業

高
校
へ
　
□問
同
校
1
37
・
８
１
４
１

中
央
公
民
館
1
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
な
が
お
か
市
民
大
学

講
座
案
内

①
入
門
！
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像

加
工
術

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ

ナ
ー
で
取
り
込
ん
だ
写
真
を
加

工
し
て
、
す
て
き
な
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
や
写
真
入
り
う
ち
わ
な
ど

を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
23
日
b
〜
27
日
f

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学

校
　
講
師
＝
長
岡
工
業
高
等
専

門
学
校
助
教
授
・
樺
澤
辰
也
さ

ん
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
（
抽
選
）

受
講
料
＝
６
、５
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
８
月
９
日
b
必
着
で
、

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に「
入

門
！
デ
ィ
ジ
タ
ル
画
像
加
工
術

希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町

２
の
１
長
岡
市
中
央
公
民
館
へ

（
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
）

②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
術

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
タ
グ
、
ス
タ
イ

ル
シ
ー
ト
、
画
像
の
取
り
扱
い

な
ど
の
知
識
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
８
月
20
日
f
午
後
６
時

■
ア
ニ
メ
映
画
「
ぼ
く
の
孫
悟
空
」

鑑
賞
会
（
無
料
）

日
時
＝
８
月
８
日
a
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
対
象

＝
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
定

員
＝
１
、５
０
０
人
（
先
着
）

□申
７

月
５
日
b
〜
16
日
f
に
最
寄
り
の
長

岡
信
用
金
庫
窓
口
で
　
□問
長
岡
信
用

金
庫
業
務
部
1
37
・
５
４
３
４

■
市
民
川
柳
大
会

日
時
＝
８
月
８
日
a
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
東
泉
閣
　
参
加
料
＝
１
、０
０

０
円
　
宿
題
（
各
題
２
句
）
＝
夏
草
、

豪
快
、
西
瓜
、
夏
痩
せ
、
花
火
　
席

題
＝
当
日
発
表
　
投
句
＝
７
月
31
日

g
ま
で
に
１
０
０
円
切
手
５
枚
を
添

え
て
、
〒
９
４
０
―

２
０
４
２
宮
本

町
３
甲
２
４
３
３
長
陵
川
柳
会
・
相

田
柳
峰
さ
ん
1
46
・
５
９
９
９
へ

■
コ
ン
サ
ー
ト

「
渡
辺
克
也
の
オ
ー
ボ
エ
」

日
時
＝
８
月
15
日
a
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
　
出
演
＝

ベ
ル
リ
ン
・
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
管
弦

楽
団
首
席
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
渡
辺
克

也
さ
ん
、
Ｎ
響
ハ
ー
プ
奏
者
・
早
川

り
さ
こ
さ
ん
ほ
か
　
入
場
料
＝
一
般

３
、０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、５
０

０
円
　
□問
ラ
グ
ラ
ス
の
会
・
高
柳
さ

ん
1
33
・
２
８
２
４

■
親
子
見
学
会
〜
橋
と
ト
ン
ネ
ル
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
＝
８
月
20
日
f
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
　
見
学
場
所
＝
中

山
隧
道
、
錦
鯉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
山

古
志
村
）
、
山
本
山
大
橋
（
小
千
谷

市
）

対
象
と
定
員
＝
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
60
人
（
抽
選
。
応
募

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
術
希
望
」
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
７

２
柳
原
町
２
の
１
長
岡
市
中
央

公
民
館
へ
（
は
が
き
１
枚
に
つ

き
１
人
）

③
親
と
子
の

理
科
工
作
教
室

各
コ
ー
ス
ご
と
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
　
会

場
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校

講
師
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学

校
教
授
・
有
本
匡
男
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
各
回
親
子
20
組
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
回
５
０
０
円
（
別

途
材
料
費
が
各
回
１
セ
ッ
ト
５

０
０
円
程
度
必
要
）

申
し
込

み
＝
中
央
公
民
館
へ

生
涯
学
習
課

1
32
・
5
1
1
0

●
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

学
校
な
ど
で
教
師
や
指
導
者

の
手
助
け
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
講

座
で
す
。

日
時
＝
８
月
６
日
f
〜
来
年
２

月
18
日
f
ま
で
の
月
１
回
程
度

計
７
日
間
、
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
会
場
＝
主
に
中
央
公
民

館
（
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど
市
外
で
の
講
座
あ
り
）

受
講
料
＝
５
、０
０
０
円
　
定
員

＝
40
人
（
先
着
）

申
し
込
み

＝
７
月
23
日
f
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
6
1
1
7

●
生
き
が
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会

日
時
＝
９
月
２
日
e
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分
（
雨
天
の
場

合
は
翌
日
、
３
日
も
雨
天
の
場

合
は
中
止
）

会
場
＝
信
濃
川

河
川
運
動
公
園
自
由
広
場
　
対

象
＝
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
人

（
審
判
が
で
き
る
人
を
含
む
１

チ
ー
ム
４
人
）

参
加
料
＝
１

チ
ー
ム
１
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
８
月
９
日
b
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
を
長
岡
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
水

道
町
３
・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
1
・
FAX
37
・
０
３
０
０
へ

抽
選
会
＝
８
月
23
日
b
午
後
２

時
か
ら
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル
で

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

15 14

■中州へ渡ろう！～「信濃川自然遊園地」
参加者募集
みんなで一緒に信濃川
で遊びませんか。水遊び、
魚釣りやバーベキューな
ど、遊び方は自由です。
自然観察、シーバルク（巨
大風船づくり）などの催
しもあります。６月に開
催したながおか川舟塾で、かつて盛んに信濃川を行
き来していた木製の川舟を製作しました。これに乗
って中州へ渡ることもできます。
日時＝８月８日a午前８時30分～午後７時ころ　会
場＝大手大橋～長岡大橋付近の河川敷内（主会場は
大手大橋東詰下流側） 資料請求・申し込み＝７月
23日fまでに国際文化課内長岡デザインフェア2004
実行委員会事務局1３９・２２５１へ

■あなたも家具デザイナー～自分のデザイン
した家具が本物になるかも！
世界に１つの私だけの家具、特別なあの人のため
の家具など、家具のデザインを募集します。すてき
な作品（選考による数点）は、長岡木工家具協同組
合が実際に製作し、デザインした人に無料で差し上
げます。
応募資格＝どなたでも（未発表作品に限る） 資料
請求・応募先＝９月10日fまでに長岡木工家具協同
組合1３２・１５４４へ

長岡デザインフェア2004からのお知らせ

日時＝８月21日g午前10時～11時30分　会場＝北地域図書館東側
ビニールハウス　講師＝小林正夫緑花推進指導員　定員＝30人（先
着） 参加料＝1 , 2 0 0円　持ち物＝筆記用具　申し込み＝７月21
日d～８月13日fに公園緑地課1３９・２２３０、FAX３９・２２７０へ

各
催
し
の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
と

市
内
の
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

青
少
年
招
待
の
対
象
は
小
学

校
４
年
生
〜
高
校
生
で
す
（
多

数
の
場
合
抽
選
）。

●1
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び
の
国

2
0
0
4

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
ま
る
ご

と
楽
し
い
遊
び
場
に
大
変
身
！

期
日
＝
８
月
22
日
a

☆
イ
ベ
ン
ト
（
全
館
開
放
・
無
料
）

「
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
」
「
絵
本
ラ
ン
ド
」

「
み
ん
な
で
パ
レ
ー
ド
」
な
ど

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
！

時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時
（
年

齢
制
限
な
し
）

☆
ト
ー
ナ
ド
ー
ナ
の
音
楽
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
か
ら

だ
で
あ
そ
ぼ
」
「
お
か
あ
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
」
の
ア
ニ
メ
　
パ

ン
ツ
ぱ
ん
く
ろ
う
　
の
音
楽
担

当
「
ロ
バ
の
音
楽
座
」
に
よ
る

ち
ょ
っ
と
ヘ
ン
チ
ョ
コ
リ
ン
な

音
楽
会
で
す
。

時
間
＝
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ

ア
タ
ー
　
料
金
＝
全
席
自
由
１
、

０
０
０
円
（
４
歳
以
上
か
ら
入

場
可
）

☆
「
ロ
バ
の
音
楽
座
と
音
さ
が

し
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時
＝
８
月
21
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

定
員
＝
１
０
０
人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
７
月
25
日
a
ま
で

☆
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

制
作
作
業
や
当
日
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

●2
満
漢
全
席
ク
レ
イ
ジ
ー
ケ
ン

バ
ン
ド
シ
ョ
ウ
2
0
0
4

日
時
＝
９
月
２
日
e
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
　
料

金
＝
全
席
指
定
５
、
２
５
０
円

（
当
日
５
０
０
円
増
）

●3Dance
Revolution

2004

〜K-Broadw
ay
suite

ジ
ャ
ズ
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
、

ビ
ー
バ
ッ
プ
、
ク
ラ
ブ
ジ
ャ
ズ
、

バ
レ
エ
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
コ

ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り

込
ん
だ
ダ
ン
ス
公
演
で
す
。

日
時
＝
10
月
２
日
g
午
後
５
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー
　
料
金
＝
全
席

自
由
一
般
４
、０
０
０
円
、
学
生

２
、０
０
０
円
（
当
日
各
５
０
０

円
増
）

チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

＝
７
月
３
日
g

青
少
年
招
待

＝
10
人
（
申
し
込
み
は
９
月
２

日
e
必
着
で
）

●4
〜
リ
リ
ッ
ク
楽
器
シ
リ
ー
ズ
〜

ロ
シ
ア
ン
・
ブ
ラ
ス
　
サ
ン
　

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
フ
ィ
ル
　
　

ハ
ー
モ
ニ
ー
金
管
五
重
奏
団

世
界
最
高
水
準
の
驚
異
的
な

テ
ク
ニ
ッ
ク
と
究
極
の
ロ
シ
ア

名
曲
集
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
３
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
料

金
＝
全
席
自
由
一
般
３
、０
０
０

円
、
学
生
１
、５
０
０
円
（
当
日

各
５
０
０
円
増
）

チ
ケ
ッ
ト

発
売
開
始
＝
７
月
３
日
g

青

少
年
招
待
＝
20
人
（
申
し
込
み

は
９
月
３
日
f
必
着
で
）

●5
平
成
16
年
度
下
期
市
民
芸
術
　
　

文
化
活
動
助
成
事
業

地
域
に
根
ざ
し
た
、
市
民
の

自
主
的
な
芸
術
文
化
活
動
に
対

し
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

（
選
考
あ
り
）。

対
象
＝
10
月
１
日
f
〜
17
年
３

月
31
日
e
の
間
に
実
施
さ
れ
る

事
業
　
応
募
資
格
＝
長
岡
市
民

を
構
成
員
に
含
み
主
な
活
動
の

場
が
市
内
で
あ
る
団
体
、
も
し

く
は
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、

通
学
す
る
個
人
　
申
し
込
み
＝

７
月
31
日
g
ま
で

7
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
1
29
・
７
７
１
５

30
分
〜
８
時
30
分
、
21
日
g
・

28
日
g
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
と
午
後
０
時
30
分
〜
２
時

30
分
　
会
場
＝
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
　
講
師
＝
長
岡
工
業

高
等
専
門
学
校
助
教
授
・
佐
藤

秀
一
さ
ん
ほ
か
　
対
象
＝
キ
ー

入
力
の
で
き
る
人
　
定
員
＝
30

人
（
抽
選
）

受
講
料
＝
５
、０

０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、

８
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込

み
＝
８
月
６
日
f
必
着
で
、
往

“

”

▲信濃川の中州

プール内では、潜水用具や直径１メートル以上の
浮き具、足入れ浮き輪など、他人の迷惑となるもの
や危険なものは使用できません。
７月７日・８日・22日～27日、８月４日～６日・
９日・17日・26日・27日・31日は水泳大会のため、
悠久山プール（屋内温水プールも）の一般開放は休
みます。また、悠久山屋外プールのナイター営業は、
天候などにより時間を変更することがあります。

悠久山プール・希望が丘プール営業時間のご案内
期間=7月3日（土）～9月12日（日）

問い合わせ＝悠久山プール　1３５・６３６８
希望が丘プール1２８・１７７５

期　間 時　間 期　間 時　間 期　間 時　間 
悠久山屋外プール 悠久山屋内温水プール 希望が丘プール 

7/3～ 9 
8/1～ 3 
8/13～16 
8/28～9/12

7/3～9/12
7/10～31 
8/ 7～12 
8/18～25

午前 9 時
30分～午
後 5 時 

午前 9 時
30分～午
後 8 時30
分 
ただし、 
 8/1～ 3、
13～16は
午後 5 時
まで 

午前 9 時
30分～午
後 8 時30
分（ナイ
ター営業） 

7/3～20 
8/1～ 3 
8/13～16 
8/21～9/12

7/21～31 
8/4～12 
8/17～20

午前 9 時
30分～午
後 5 時 

午前 9 時
30分～午
後 6 時30
分 

１日（１回） 2時間まで 1時間超ごとに 
400円 200円 100円 

300円 100円 50円 

150円 50円 30円 

料　金　区　分 

大 人  

高齢者（65歳以上） 

障 害 者 ・ 介 助 者  

高 校 生  

中学生以下（3歳以下は無料） 

個　人 団体（20人以上） 

花と緑の教室
「秋まき草花の種まきと育て方」

期 

日 

7/25 
a

8/8 
a

22 
a

29 
a

内
　
　
容 

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
作
る

愉
快
な
移
動
ロ
ボ
ッ
ト 

液
晶
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を

作
ろ
う 

ウ
ル
ト
ラ
・
ウ
イ
ン
ド

〜
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
空
気

砲
を
作
っ
て
み
よ
う
！ 

色
素
増
感
太
陽
電
池
を

作
ろ
う 

ダ
ン
ス

レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ケ
イ

ス
ウ
ィ
ー
ト

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ



■
メ
レ
ン
ゲ
・
イ
・
サ
ル
サ
　

ダ
ン
ス
講
習
会

中
南
米
の
陽
気
な
ダ
ン
ス
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
24
日
g
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す

る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
　
持
ち

物
＝
内
履
き
　
参
加
料
＝
８
０
０
円

□申
メ
レ
ン
ゲ
・
イ
・
サ
ル
サ
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
・
和
田
さ
ん
1
０
９
０
・

７
１
７
５
・
５
９
１
６

■
あ
さ
ひ
シ
ュ
ー
タ
ー
ズ
（
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
）
参
加
者
募
集

活
動
日
時
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

〜
５
時
　
会
場
＝
豊
田
小
学
校
　
対

象
＝
小
学
３
年
〜
６
年
生
の
男
女

参
加
料
＝
入
会
金
２
、０
０
０
円
、
年

会
費
１
２
、０
０
０
円
　
□申
佐
野
さ
ん

1
34
・
６
９
０
５

■
若
者
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
自
分
に
適
し
て
い
る
職
業
は
何

だ
ろ
う
？
」「
就
職
ま
で
に
ど
ん
な
準

備
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と

い
っ
た
悩
み
や
疑
問
に
答
え
る
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
時
＝
①
７
月
13
日
c
・
14
日
d
②

８
月
３
日
c
・
４
日
d
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
（
①
②
と
も
内
容

は
同
じ
）

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

３
０
１
会
議
室
　
対
象
＝
お
お
む
ね

30
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
内
容
＝
ゲ

ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
る
職
業
理
解
、
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
模
擬
面
接
な
ど
　
定
員
＝
各

10
人
（
先
着
）

□申
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ

ブ
・
カ
フ
ェ
な
が
お
か
・
高
橋
さ
ん

1
39
・
３
２
７
１

●1
長
岡
ま
つ
り
協
賛
体
育
事
業

観
覧
以
外
の
種
目
は
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〈
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
７
月
24
日
g
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
河
川
公
園
サ
ッ

カ
ー
場
　
□問
長
岡
市
サ
ッ
カ
ー

協
会
・
柏
木
さ
ん
1
37
・
０
３

０
１

〈
弓
道
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
７
月
25
日
a
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
弓

道
場

〈
駅
伝
競
争
大
会
〉

日
時
＝
７
月
31
日
g
午
後
６
時

ス
タ
ー
ト
　
会
場
＝
市
営
陸
上

競
技
場
お
よ
び
信
濃
川
河
川
堤

防
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
　
参
加
料

＝
１
チ
ー
ム
２
、０
０
０
円
　
□申

７
月
20
日
c
ま
で
に
参
加
料
を

添
え
て
7
長
岡
市
体
育
協
会
へ

〈
柔
道
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
８
月
１
日
a
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

〈
相
撲
大
会
〉

日
時
＝
８
月
６
日
f
午
後
０
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
悠
久
山
相

撲
場
　
参
加
料
＝
無
料
　
□申
7

長
岡
市
体
育
協
会
へ

〈
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
〉

日
時
＝
８
月
６
日
f
午
後
６
時

か
ら
、
７
日
g
午
後
６
時
30
分

■
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

日
時
＝
７
月
13
日
〜
27
日
の
火
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
中

央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
　
持
ち
物
＝
内

履
き
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
　
□申
当

日
会
場
で
　
□問
長
岡
市
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
連
合
・
林
さ
ん
1
34
・
５
７
０
４

■
東
日
本
車
イ
ス
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
観
覧
無
料
）

長
岡
チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
17
日
g
・
18
日
a
午
前

９
時
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

参
加
チ
ー
ム
＝
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
11
チ
ー
ム
と
地
元
長
岡
チ
ー
ム

□問
Ｄ
Ｍ
Ｓ
・
Ｃ
Ｕ
Ｐ
実
行
委
員
会
・

木
澤
さ
ん
1
35
・
５
９
１
５

■
サ
ッ
カ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
（
女
子
Ｌ
リ
ー
グ
2

部
）
の
試
合
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ（
入
場
無
料
）。

日
時
＝
７
月
18
日
a
正
午
か
ら
　
会

場
＝
市
営
陸
上
競
技
場
　
対
戦
＝
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
vs

岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
　
□問
長
岡
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
・
柏
木
さ
ん
1
37
・

０
３
０
１

■
社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
と

会
員
募
集

無
料
体
験
（
初
級
）
＝
７
月
20
日
c

・
27
日
c
午
後
７
時
10
分
〜
８
時

会
場
＝
新
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
　
持
ち
物
＝
内
履
き
　
会
員
募
集

＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
10
分
か
ら

（
初
級
）、
８
時
10
分
か
ら
（
中
級
）

□問
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
ス
イ
ー
ト
・
椿
さ

ん
1
32
・
２
３
８
８

か
ら
、
８
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館

〈
河
井
継
之
助
記
念
蒼
龍
旗
争

奪
剣
道
大
会
観
覧
〉

日
時
＝
８
月
28
日
g
午
前
８
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館●2
楽
し
い
ダ
イ
ビ
ン
グ
教
室

日
時
＝
７
月
17
日
g
〜
19
日
-

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
　
会
場

＝
悠
久
山
屋
外
ダ
イ
ビ
ン
グ
プ

ー
ル
　
対
象
＝
幼
児
〜
高
齢
者

参
加
料
＝
無
料
（
施
設
利
用
料

は
必
要
）

□申
7
長
岡
市
体
育

協
会
へ
　
□問
長
岡
市
水
泳
協
会

・
小
林
さ
ん
1
０
９
０
・
８
８

４
３
・
３
８
３
８

●3
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

期
日
＝
８
月
８
日
a
か
ら
（
８

日
午
後
７
時
か
ら
開
会
式
。
試

合
は
日
曜
・
祝
日
、
お
盆
期
間

を
除
き
実
施
）

会
場
＝
北
・

大
島
・
関
原
・
宮
内
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
　
対
象
＝
男
子
・
女

子
の
部
と
も
高
校
生
を
除
く
18

歳
以
上
で
、
市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
す
る
人
　
参
加

料
＝
１
チ
ー
ム
７
、５
０
０
円

□申
７
月
20
日
c
ま
で
に
参
加
料

と
メ
ン
バ
ー
表
を
7
長
岡
市
体

育
協
会
へ
　
抽
選
会
＝
７
月
27

日
c
午
後
７
時
か
ら
市
民
体
育

館
会
議
室
で

●4
市
民
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

日
時
＝
８
月
６
日
f
・
10
日
c

・
17
日
c
・
20
日
f
・
27
日
f

の
午
後
７
時
〜
９
時
　
会
場
＝

希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
定
員
＝

45
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
４
、

０
０
０
円
（
当
日
に
）

□申
往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
経
験
年
数
を
記
入
し
、

７
月
21
日
d
ま
で
に
〒
９
４
０

―

０
０
９
７
山
田
１
の
４
の
14

棚
橋
義
孝
さ
ん
へ

●5
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
８
月
10
日
〜
31
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
45
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
当
日
に
）

□申

7
長
岡
市
体
育
協
会
へ

●6
初
心
者
弓
道
教
室

コ
ー
ス
＝
①
親
子
弓
道
教
室
②

初
心
者
弓
道
教
室
　
日
時
＝
８

月
24
日
c
〜
10
月
９
日
g
の
火

・
木
・
土
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
10
月
11
日
-
の
市
民

体
育
祭
弓
道
大
会
に
も
参
加
し

ま
す
）

会
場
＝
市
民
体
育
館

弓
道
場
　
対
象
と
定
員
＝
①
中

学
生
と
そ
の
保
護
者
５
組
程
度

（
先
着
）
②
初
心
者
20
人
（
抽

選
）

参
加
料
＝
①
１
組
７
、

０
０
０
円
②
５
、０
０
０
円
　
□申

７
月
10
日
g
〜
８
月
22
日
a
に

長
岡
市
弓
道
連
盟
・
武
樋
さ
ん

1
０
９
０
・
８
９
４
４
・
１
６

９
２
へ
　
説
明
会
＝
８
月
23
日

b
午
後
７
時
か
ら
市
民
体
育
館

弓
道
場
で
　

●7
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
場
面
を
撮

影
し
た
も
の
な
ら
ど
ん
な
も
の

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

応
募
サ
イ
ズ
＝
２
Ｌ
判
以
上
の

プ
リ
ン
ト
（
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク

ロ
ど
ち
ら
で
も
可
。
１
人
５
点

以
内
）

部
門
＝
ほ
の
ぼ
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
部
門
・
わ
が
地
域（
ま

ち
）
だ
い
す
き
部
門
・
学
校
ス

ポ
ー
ツ
部
門
・
競
技
ス
ポ
ー
ツ

部
門
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ポ
ー
ツ

部
門
（
他
の
部
門
に
属
さ
な
い

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
、
す
ば
ら

し
さ
、
感
動
の
シ
ー
ン
な
ど
）

賞
と
副
賞
＝
大
賞
１
点
５
万
円
、

奨
励
賞
５
点
（
各
部
門
１
点
）

各
１
万
円
ほ
か
　
応
募
期
限
＝

11
月
30
日
c
必
着
　
応
募
先
＝

7
長
岡
市
体
育
協
会

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
作
品
の

使
用
権
は
7
長
岡
市
体
育
協
会

に
帰
属
し
ま
す
。
大
賞
作
品
お

よ
び
応
募
作
品
の
一
部
を
7
長

岡
市
体
育
協
会
発
行
の
刊
行
物

に
掲
載
し
ま
す
。

17 16

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

（財）
長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）
1
34
・
2
1
3
0
と
加
盟
団
体
の
催
し

健
康
課
　

1
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●1
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

心
の
健
康
や
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
前
日
ま

で
に
電
話
予
約
の
上
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
（
先
着
）。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

●2
ハ
ッ
ピ
ー
体
操
講
習
会

ハ
ッ
ピ
ー
体
操
は
、
転
倒
・

骨
折
予
防
に
効
果

の
あ
る
体
操
で
す
。

大
花
火
音
頭
に

あ
わ
せ
て
行
う
こ

の
体
操
を
習
得
し
、

転
ば
な
い
体
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
。
申

し
込
み
は
不
要
で

す
。
直
接
会
場
へ

ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
16
日

f
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
会

場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
広
場
　
内
容
＝
転
ば

な
い
た
め
の
お
話
と
ハ
ッ
ピ
ー

体
操
実
技
　
定
員
＝
１
０
０
人

（
先
着
）

●3
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
が
多
い
人
を
対
象
に
、
健
康

講
座
を
開
き
ま
す
。
運
動
し
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
26
日
b
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
保

健
師
・
栄
養
士
の
話
、
調
理
実

習
、
運
動
実
技
な
ど
　
持
ち
物

＝
健
康
診
査
の
結
果
、
エ
プ
ロ

ン
、
健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

定
員
＝
40
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
調
理
実
習
費

５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
７
月

22
日
e
ま
で
に
電
話
で

●4
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

女
性
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に

な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
ら
な
い
よ

う
普
段
か
ら
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
１
次
予
防
と
い
わ

れ
る
予
防
法
の
講
義
・
体
操
と
、

２
次
予
防
と
い
わ
れ
る
検
査
を

合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
（
時
間

は
１
時
間
30
分
く
ら
い
で
す
）。

対
象
＝
30
歳
〜
60
歳
（
昭
和
19

年
４
月
２
日
〜
昭
和
50
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）
の
女
性
　
検
診

日
＝
８
月
30
日
b
・
31
日
c

受
付
時
間
＝
午
前
の
部
…
①
午

前
９
時
〜
９
時
20
分
②
午
前
10

時
15
分
〜
10
時
35
分
、
午
後
の

部
…
①
午
後
１
時
10
分
〜
１
時

30
分
②
午
後
２
時
25
分
〜
２
時

45
分
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の

話
、
体
操
、
手
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
　
定
員
＝
午
前
の
部
、
午

後
の
部
と
も
各
１
０
０
人
（
先

着
）

料
金
＝
８
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
電
話
で

●5
足
腰
健
康
相
談
室
（
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
機
能
訓

練
室
内
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
痴
ほ
う
予
防
な
ど
の
相

談
に
、
理
学
療
法
士
・
保
健
師

が
個
別
に
応
じ
ま
す（
予
約
制
）。

日
時
＝
７
月
22
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
３

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
電

話
で
健
康
課
へ

介
護
保
険
課

1
39
・
2
2
4
5

●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

「
ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
」

日
時
＝
７
月
29
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
講
師
＝
県

立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
・

中
垣
内
正
和
さ
ん
、
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
・
ス
プ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
代
表
・
高
橋
和
枝
さ
ん
、
ひ

き
こ
も
り
体
験
者
の
方
　
会
場

＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
定
員
＝

１
５
０
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
７
月
９

日
f
か
ら
電
話
で

期
日 

担
　
当 

7/21 
d

8/11 
d

内
　
容 

定
員 

3
人 

4
人 

心
の
健
康 

食
事
や
健

康
に
関
す

る
こ
と 

栄
養
士 

保
健
師 

保
健
師
　 

精
神
保
健
福

祉
相
談
員 

7月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用

ください。
（1）休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 5 時30分 

午前 9 時～11時30分 
午後 1 時～ 3 時30分 

休日急患歯科診療所 
1 33・9644

内科（小児科） 
外科 

歯科 

診療科目 受　付　時　間 
休 日急 患 診 療 所  

1 35・8255 
FAX35・8266

（1 35・3700） 
（1 33・3111） 
（1 28・3600） 

月曜日・木曜日 
火曜日・金曜日 
水曜日・土曜日 

長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
長岡赤十字病院 

（1 28・3600） 
（1 35・3700） 
（1 33・3111） 

　4 日a・19日- 
11 日a・25日a 
18 日a　　　　 

長岡赤十字病院 
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  

７月は「愛の血液助け合い運動」強化月間です。
きたまち献血ルーム（喜多町1113の１）での献血に
ご協力をお願いします。
受付時間＝毎日午前９時30分～午後５時

（12月31日と１月１日を除く）
問い合わせ＝きたまち献血ルーム1２９・２３５０
※７月10日gに実施予定のジャスコ長岡店での献血
は、血液センターの都合により中止します。

献血にご協力ください

▲六日市コミュニティセンターのハッピ
ー体操の講習で（６月18日）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.６.１（前月比）

192,167人 94,371人 97,796人 67,651世帯
（＋99） （＋83）（＋40）（＋59）



し
や
す
い
も
の
　
参
加
料
＝
１
、０
０

０
円
　
□申
７
月
23
日
f
ま
で
に
日
本

赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
1
０
２
５
・

２
３
１
・
３
１
２
１
へ

■
一
日
介
護
士
体
験

介
護
に
必
要
な
技
術
や
栄
養
に
関

す
る
知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
18
日
d

対
象
＝
高
校

生
　
会
場
＝
ま
ち
だ
園
（
町
田
）

定
員
＝
10
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

無
料
　
□申
７
月
10
日
g
か
ら
、
ま
ち

だ
園
1
39
・
３
９
２
７
へ

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
家
庭
で
役
立
つ
介
護
講
座
３
級
課
程

全
日
程
を
修
了
す
る
と
訪
問
介
護

員
３
級
の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
22
日
〜
12
月
６
日
の
主

に
月
・
火
・
木
曜
日
（
週
３
回
。
講

義
・
実
技
31
日
、
実
習
２
日
）

会

場
＝
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
永
田
（
永

田
２
）

受
講
資
格
＝
聴
覚
に
障
害

の
あ
る
人
、
手
話
通
訳
者
、
一
般

定
員
＝
10
人
（
選
考
あ
り
）

受
講

料
＝
１
０
、０
０
０
円
　
□申
７
月
14
日

d
ま
で
に
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
で

②
中
学
生
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

施
設
訪
問
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通

じ
て
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
す
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。

期
日
＝
７
月
27
日
c
・
28
日
d
（
１

泊
２
日
）

会
場
＝
わ
ら
び
園
（
越

路
町
浦
）
、
長
岡
福
祉
協
会
地
域
交

流
ホ
ー
ム
　
対
象
と
定
員
＝
中
学
生

20
人
（
先
着
）

□申
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
で

※
申
し
込
み
用
紙
の
請
求
は
80
円
切

手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
〒
９
４
０
―

２
１
３
５
深
沢
町
２

２
７
８
の
８
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
合
会
1
47
・
２
２
３
３
へ

●
市
職
員
の
夏
季
の
軽
装
、

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
に
ご
理
解
を

省
エ
ネ
の
た
め
、
市
役
所
の

冷
房
は
28
度
の
設
定
で
す
。

市
の
職
員
は
、
９
月
末
日
ま

で
、
軽
装
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で

執
務
し
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
＝
人
事
課
1
39
・
２
２
０

１●
悪
質
な
消
火
器
の
訪
問
販
売

や
訪
問
点
検
に
ご
注
意
を
！

一
般
家
庭
に
は
消
火
器
の
設

置
や
詰
め
替
え
な
ど
の
法
的
義

務
が
な
い
の
に
、
そ
れ
を
偽
っ

て
訪
問
販
売
を
行
っ
て
い
る
業

者
が
い
る
と
い
う
情
報
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

消
火
器
を
購

入
す
る
と
き
は
、

信
用
の
お
け
る

業
者
か
ら
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
本
社
の
依
頼
を
受
け

て
来
た
よ
う
に
装
っ
て
事
業
所

を
訪
問
し
、
消
火
器
点
検
の
契

約
書
に
押
印
を
求
め
、
点
検
後

に
高
額
な
点
検
料
を
請
求
す
る

と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

事
業
所
で
点
検
を
受
け
る
際

は
、
日
ご
ろ
依
頼
し
て
い
る
業

者
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防

課
1
35
・
２
１
９
０

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

長
岡
市
は
家
庭
の
排
水
設
備

の
点
検
・
清
掃
を
業
者
に
依

頼
し
て
い
ま
せ
ん

最
近
、
市
役
所
か
ら
頼
ま
れ

た
と
い
っ
て
、
家
庭
の
排
水
管

の
詰
ま
り

を
点
検
・

清
掃
し
て
、

代
金
を
請

求
す
る
業

者
が
い
る

と
い
う
情

報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
が
、
業
者
に
排
水
管

の
点
検
や
清
掃
を
依
頼
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
役
所
か
ら
頼
ま
れ
た
と
い

っ
て
業
者
が
訪
問
し
た
と
き
は
、

断
っ
た
上
で
、
下
水
道
管
理
課

1
39
・
２
２
３
５
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
の
水
き
り
を

お
願
い
し
ま
す

夏
は
、
水
分
を
多
く
含
ん
だ

生
ご
み
が
増
え
ま
す
。
水
の
き

れ
て
い
な
い
生
ご
み
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
臭
の
原
因

に
な
る
ほ
か
、
ご
み
収
集
車
か

ら
こ
ぼ
れ
て
道
路
を
汚
し
、
付

近
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

生
ご
み
は
、
絞
っ
た
り
乾
か

し
た
り
し
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
を
備
え
た

便
利
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。

こ
の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
住
民
票
の
写
し
が
全
国

ど
こ
の
市
町
村
で
も
取
得
で
き

る
ほ
か
、
転
入
・
転
出
の
際
の

手
続
き
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
写
真
付
き
の
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
あ
な
た
が

本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

公
的
な
身
分
証
明
書
に
な
り
ま

す
（
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を

求
め
ら
れ
る
金
融
機
関
で
の
口

座
開
設
等
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
）。

さ
ら
に
、
こ
の
カ
ー
ド
を
利

用
し
た
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ

ス
（
電
子
証
明
書
の
発
行
）
に

よ
り
、
６
月
１
日
か
ら
は
、
国

税
の
確
定
申
告
が
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
10
年

間
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

カ
ー
ド
の
申
請
方
法
＝
写
真
付

き
カ
ー
ド
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

顔
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝
×

横
３
・
５
㎝
で
６
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
無
背

景
の
も
の
）
と
、
官
公
署
発
行

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

を
お
持
ち
の
上
、
市
民
課
15
番

窓
口
へ
　
手
数
料
＝
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

●
航
空
防
除
に
ご
協
力
を
！

今
年
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
田
の
航
空
防
除
が
行
わ
れ

ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、
散

布
中
の
区
域
に
入
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
自
動
車
な
ど

は
、
車
庫
に
入
れ
る
か
、
覆
い

を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
18
日
a
・
19
日
-

と
８
月
１
日
a
・
２
日
b
（
天

候
不
良
等
に
よ
り
順
延
あ
り
）

実
施
区
域
＝
７
月
18
日
a
・
８

月
１
日
a
…
福
戸
・
下
川
西
・

深
沢
・
才
津
地
区
、
７
月
19
日

-
・
８
月
２
日
b
…
黒
条
・
山

本
・
新
組
・
富
曽
亀
・
王
寺
川

・
関
原
・
宮
本
地
区
　
時
間
＝

日
の
出
〜
お
お
む
ね
午
前
９
時

（
通
学
時
間
帯
の
午
前
７
時
30

分
〜
８
時
10
分
を
除
く
）

近

隣
町
村
実
施
日
＝
刈
羽
村
…
７

月
17
日
・
８
月
１
日
、
三
島
町

…
７
月
18
日
・
８
月
１
日
、
与

板
町
…
７
月
20
日
・
８
月
２
日

問
い
合
わ
せ
＝
中
越
農
業
共
済

組
合
1
36
・
８
０
２
２
、
農
林

振
興
課
1
39
・
２
２
２
３

■
中
越
失
語
友
の
会
・
あ
ゆ
み
の
会

「
失
語
症
者
と
語
ろ
う
」（
無
料
）

後
天
的
な
言
語
障
害
「
失
語
症
」

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
11
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

内
容
＝
失

語
症
に
つ
い
て
の
講
義
、
交
流
会
、

失
語
症
者
の
作
品
展
示
　
□問
長
岡
中

央
綜
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
・
目
黒
さ
ん
1
35
・
３
７
０
０
、

FAX
33
・
９
５
９
６

■
子
ど
も
の
き
こ
え
や
こ
と
ば
の

悩
み
相
談
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
18
日
a
午
前
９
時
〜
正

午
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
保

護
者
同
伴
で
）

□申
７
月
14
日
d
ま

で
に
、
は
が
き
に
子
ど
も
の
氏
名
、

年
齢
、
在
籍
し
て
い
る
保
育
園
・
幼

稚
園
・
学
校
名
、
保
護
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
記

入
し
、
〒
９
４
０
―

０
０
８
７
千
手

２
の
８
の
１
千
手
小
学
校
内
長
岡
市

言
語
親
の
会
事
務
局
1
34
・
６
８
４

１
、
FAX
36
・
０
８
４
０
へ

■
赤
十
字
家
庭
看
護
法

介
助
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
７
月
29
日
e
・
30
日
f
・
８

月
５
日
e
・
６
日
f
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
会
場
＝
長
岡
赤
十
字
看

護
専
門
学
校
３
階
視
聴
覚
室
・
実
習

室
　
対
象
＝
15
歳
以
上
で
４
日
間
す

べ
て
受
講
で
き
る
人
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
、
内
履
き
な
ど
　
服
装
＝
活
動

●
ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
花
火
を

花
火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す

た
め
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

①
注
意
書
や
使
用
方
法
を
守
る
。

②
水
を
用
意
し
、
残
り
火
は
完

全
に
消
火
す
る
。

③
風
の
強
い
と
き
は
花
火
を
し

な
い
。

④
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で

花
火
を
し
な
い
。

⑤
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ

な
い
。

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に

火
を
つ
け
た
り
、
花
火
を
ほ

ぐ
し
た
り
し
な
い
。

●
町
名
変
更
の
お
知
ら
せ

７
月
１
日
e
か
ら
、
上
除
町

の
一
部
（
左
図
　
地
域
）
が
上

除
町
西
１
丁
目
に
変
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
１
５

⑦
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒

の
中
を
の
ぞ
か
な
い
。

担
当
＝
消
防
本
部
予
防
課
1
35

・
２
１
９
０

●
市
道
東
幹
線
20
号
線
の

車
線
変
更
の
お
知
ら
せ

市
道
東
幹
線
20
号
線
は
、
国

道
３
５
２
号
四
郎
丸
交
差
点
か

ら
国
道
８
号
愛
宕
交
差
点
ま
で

の
間
で
変
則
的
な
４
車
線
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
見
直
し
を

行
い
、
全
面
的
な
車
線
変
更
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

変
更
後
は
、
中
越
農
協
会
館

前
交
差
点
か
ら
北
の
車
道
が
２

車
線
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車

線
変
更
に
合
わ
せ
て
、
中
越
農

協
会
館
前
交
差
点
か
ら
聖
母
学

園
前
交
差
点
ま
で
の
間
の
歩
道

拡
幅
工
事
を
行
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
開
始
＝
８
月
上
旬
か
ら

問
い
合
わ
せ
＝
道
路
管
理
課
1

39
・
２
２
３
２
、
道
路
建
設
課

1
39
・
２
２
３
１

●
7
月
22
日
（木）
〜
31
日
（土）
は

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

「
未
来
へ
と
ど
け
！
願
い

の
か
け
は
し
交
通
安
全
」

夏
は
、
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け

る
こ
と
が
多
い
季
節
で
す
。

疲
れ
た
状
態
で
運
転
す
る
と
、

居
眠
り
な
ど
が
原
因
の
交
通
事

故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

運
転
中
は
、
こ
ま
め
に
休
憩

を
と
り
、
交
通
事
故
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０

６●
ふ
と
ん
丸
洗
い
を

実
施
し
ま
す

次
の
条
件
を
満
た
す
希
望
者

に
、
年
２
回
ふ
と
ん
の
丸
洗
い

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
７
月
上
旬
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

条
件
＝
平
成
16
年
３
月
31
日
現

在
①
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
②
65
歳
以
上
の
寝
た

き
り
・
痴
ほ
う
性
高
齢
者
　
実

施
時
期
＝
１
回
目
…
９
月
〜
10

月
、
２
回
目
…
来
年
２
月
〜
３

月
　
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険

課
1
39
・
２
２
４
５

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 
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長岡市 

住民基本台帳カード 

2013年○月△△日まで有効 
昭和＊＊年＊＊月＊＊日  性別 女 
住基　花子 
長岡市△△町2丁目2番1号 

△△市役所市民課　 TEL:○○○－△△△－□□□□ 

生年月日 

氏　　名 
住　　所 

連絡先 

 

●高齢者センター 
　けさじろ 

東口 

国
道
3
5
2
号 

国
道
8
号 中央綜合病院● 

JR長岡駅 

市道東幹線20号線 車線変更区間 

中越農協会館前 
交差点 JA中越 

●会館 

四郎丸 
交差点 

聖母学園前 
交差点 

愛宕 
交差点 

8月2日・3日
長岡まつり大花火大会のお知らせ

「よさこい踊り」参加団体・グループ募集
８月２日bの長岡まつりのふれあい広場で踊る、よさ

こい踊りの連合会「えちご一番会」では、一緒に踊って
くれる団体・グループを募集しています（えちご一番会
の団体会員も募集中です）。みなさんの団体・グループ
も一緒に長岡まつりで踊りませんか。
期日＝８月２日b正午～午後３時30分（予定）
会場＝長岡まつり「ふれあい広場」大手通り特設会場
問い合わせ＝長岡観光･コンベンション協会1３２・１１８７

●早朝清掃にご協力を
花火大会のごみ処理は、大会の翌日に実施します。
近隣町内のみなさんには、朝早くからご迷惑をおかけ

しますが、ご協力をお願いします。
●シャトルバスを運行します
花火大会当日は、国営越後丘陵公園の臨時駐車場から

西長岡はなみずき団地（大島本町２・３）内（花火大会会
場まで徒歩10分）までシャトルバスを運行します。臨時
駐車場の利用料金は１台１,５００円です。
なお、シャトルバス運行のため大島・希望が丘・日越地
区の一部で交通規制を行います。ご協力をお願いします。
●自転車でお出かけの人へ～駐輪場のご案内～
太子公園（日赤町１）と緑町児童遊園（緑町１）に自

転車駐輪場を設置します。ぜひ、ご利用ください。

問い合わせ＝観光課内長岡まつり協議会1３９・２２２１

上除町西１丁目 

上除団地● 
市営住宅 

●五荘山公園 

← 　至 　　柏 　　　崎 　　　　市 
至長岡市街→ 

長岡西郵便局● 

国 道 8

上
除
保
育
園
● 

上 除 町 

号 

▲住民基本台帳カード（見本）

長岡警察署管内でも、おれおれ詐欺の被害が増大しています。
「おれ（わたし）だけど助けて！」「お金を振り込んで！」
こんな電話には十分気をつけましょう。

問い合わせ＝防災課防犯交通担当1３９・２２０６

おれおれ詐欺にご注意ください
―その声、本当にお孫さんですか？―



有
機
質
に
富
ん
だ
土
に
し
て
深

く
耕
し
て
や
り
ま
す
。
鉢
植
え

は
梅
雨
明
け
か
ら
９
月
上
旬
ま

で
は
日
差
し
が
強
い
の
で
半
日

陰
に
移
動
し
ま
す
。

（
植
え
替
え
）
地
植
え
の
場
合
、

４
、
５
年
は
植
え
替
え
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
下
茎
が
伸

び
て
株
が
大
き
く
広
が
り
、
株

間
が
な
く
な
っ
て
風
通
し
が
良

く
な
い
状
態
に
な
っ
た
ら
、
早

春
か
10
月
こ
ろ
掘
り
上
げ
て
、

株
間
を
50
b
程
度
に
し
て
植
え

替
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

鉢
植
え
は
、
一
鉢
に
一
株
が

原
則
で
す
。
品
種
に
よ
っ
て
草

丈
に
差
が
あ
る
の
で
、
丈
に
合

っ
た
鉢
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
毎
年
花
芽
の
出
る
こ

ろ
と
花
後
に
、
緩
効
性
の
肥
料

を
一
株
当
た
り
軽
く
ひ
と
つ
か

み
程
度
与
え
ま
す
。

（
水
や
り
）
地
植
え
の
開
花
期

は
、
水
分
が
不
足
す
る
と
つ
ぼ

み
が
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
の
で

水
を
や
り
ま
す
が
、
日
中
の
水

や
り
は
株
が
む
れ
る
原
因
に
な

る
の
で
や
り
ま
せ
ん
。
鉢
植
え

の
場
合
は
、
表
土
が
乾
い
た
ら

た
っ
ぷ
り
と
水
を
与
え
ま
す
。

（
ふ
や
し
方
）
９
月
下
旬
か
ら

10
月
こ
ろ
株
を
掘
り
上
げ
て
、

２
、
３
芽
ご
と
に
株
分
け
し
て

植
え
つ
け
ま

す
。
こ
の
時

に
葉
を
半
分

ほ
ど
の
長
さ

に
切
り
戻
し

て
か
ら
植
え

た
方
が
活
着

が
よ
く
な
り

ま
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

長
年
同
じ
場
所
に
植
え
て
お
い

て
も
忌
地
現
象
を
起
こ
さ
な
い

丈
夫
な
植
物
で
す
。

花
の
色
は
赤
・
桃
・
紫
・
ク

リ
ー
ム
色
な
ど
多
彩
で
す
。
ま

た
、
一
本
の
花
茎
に
た
く
さ
ん

の
つ
ぼ
み
を
つ
け
る
の
で
、
開

花
期
に
は
毎
日
新
し
い
花
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
花
の

大
き
さ
も
５
〜
25
b
と
多
様
で
、

咲
き
方
は
八
重
咲
き
や
花
弁
が

種
か
ら
育
て
る
こ
と
も
簡
単

で
、
夏
に
熟
し
た
種
子
を
採
り

ま
き
し
ま
す
。
早
い
も
の
は
翌

年
の
夏
に
は
開
花
し
ま
す
。

（
病
虫
害
）
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
は
殺
虫
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ミ
カ
ン
の
皮
の
乾

燥
し
た
も
の
を
、
つ
ぼ
み
の
出

る
前
に
株
の
ま
わ
り
に
ま
い
て

お
く
と
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
つ
き

ま
せ
ん
。

ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
は
、
ギ
リ
シ

ャ
語
で
一
日
を
意
味
す
る
ヘ
メ

ラ
と
、
美
を
意
味
す
る
カ
ロ
ス

か
ら
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
、
朝
、

美
し
い
花
が
咲
き
、
夕
方
に
し

ぼ
む
一
日
花
で
あ
る
こ
と
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

カ
ン
ゾ
ウ
や
ユ
ウ
ス
ゲ
の
仲

間
が
欧
米
で
品
種
改
良
さ
れ
て

出
来
た
ユ
リ
科
の
多
年
草
で
、

暑
さ
に
も
寒
さ
に
も
強
い
う
え
、

夏
に
咲
く
ユ
リ
の
よ
う
な
花
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス

焼
け
つ
く
よ
う
な
真
夏
の
太
陽
の
も
と
で
、
人
々
が
木
陰
を

求
め
る
こ
ろ
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
力
強
く
咲
き
続
け
る
花
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
花
々
が
、
暑
さ
に
疲
れ
た
人
々

の
心
を
ど
ん
な
に
か
癒
や
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
月
は
、
夏
の
花
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
の
紹
介
で
す
。

205

▲へメロカリス

細
長
い
ス
パ
イ
ダ
ー
咲
き
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

と
開
花
期
が
同
じ
こ
ろ
な
の
で
、

一
緒
に
植
え
込
ん
で
楽
し
む
の

も
い
い
で
し
ょ
う
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
場
所
）
日
当
た
り
を
好
み
ま

す
が
、
半
日
以
上
日
が
当
た
る

所
で
あ
れ
ば
十
分
に
育
ち
ま
す
。

土
質
は
特
に
選
び
ま
せ
ん
が
、

い
や

ち

●
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は

入
院
中
の
食
事
代
が

減
額
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
や

老
人
保
健
の
該
当
者
で
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
入
院

中
の
食
事
の
一
部
負
担
金
（
１

日
７
８
０
円
）
が
次
の
と
お
り

減
額
さ
れ
ま
す
。

①
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

１
日
　
６
５
０
円
に

②
過
去
12
カ
月
の
入
院
日
数
が

90
日
を
超
え
て
い
る
人

１
日
　
５
０
０
円
に

③
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
老
人

保
健
該
当
者
で
、
世
帯
全
員

の
各
所
得
が
０
円
の
人

１
日
　
３
０
０
円
に

減
額
を
受
け
る
た
め
に
は
、

減
額
認
定
証
の
申
請
が
必
要
で

す
。

手
続
先
＝
市
役
所
１
階
⑨
⑩
番

窓
口
　
持
参
す
る
も
の
＝
保
険

証
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

（
老
人
保
健
該
当
者
の
み
）

既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

更
新
手
続
き
＝
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、
７
月
末
日
で
す

が
、
引
き
続
き
該
当
す
る
人
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
減
額

認
定
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

更
新
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
70
歳
以
上
の
人
お
よ
び
老
人

保
健
該
当
者
で
、
減
額
認
定
証

が
交
付
さ
れ
た
人
は
、
医
療
費

の
１
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額

も
減
額
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
に

医
療
費
を
助
成
し
ま
す

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
児
童
（
児
童
に
障
害

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
と

そ
の
保
護
者
が
、
次
の
①
〜
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
（
所

得
制
限
あ
り
）。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
児
童

②
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
と
そ
の
児
童

③
両
親
の
一
方
に
重
度
障
害
が

あ
る
場
合
、
障
害
の
な
い
親

と
児
童
（
両
親
に
重
度
障
害

が
あ
る
場
合
は
児
童
の
み
）

助
成
額
＝
医
療
費
の
自
己
負
担

額
か
ら
一
部
負
担
金
（
通
院
は

１
回
５
３
０
円
×
４
回
、
入
院

は
１
日
１
、２
０
０
円
と
食
事
代
）

と
高
額
療
養
費
を
差
し
引
い
た

額
（
助
成
は
申
請
の
翌
月
分
か

ら
）

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医

療
課
1
39
・
２
２
２
０

●
都
市
計
画
図
書
を

縦
覧
し
ま
す

長
岡
駅
東
土
地
区
画
整
理
事

業
に
関
連
す
る
地
区
（
長
岡
駅

東
地
区
）
の
用
途
地
域
、
高
度

地
区
お
よ
び
地
区
計
画
の
都
市

計
画
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
記
し
た
関
係
図
書

を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
３
階
都
市

政
策
課
1
39
・
２
２
２
５

●
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

「
平
成
16
年
度
国
民
健
康
保

険
料
納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）」

を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
、
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ

て
医
療
費
の
負
担
を
軽
く
し
よ

う
と
い
う
制
度
で
す
。

各
納
期
限
ま
で
に
、
忘
れ
ず

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
の

確
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

「
平
成
16
年
度
介
護
保
険
料

納
付
通
知
書（
確
定
賦
課
）」
を

７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

納
付
書
で
納
め
る
人
に
は
、

今
後
の
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
第
４
期
か
ら

第
６
期
ま
で
の
納
付
通
知
書
を

同
封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
各

納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
）
や
口
座
振
替
の
人
は
、
今

後
の
保
険
料
額
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

●
市
民
活
動
研
修
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動

を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

対
象
と
な
る
市
民
活
動
＝
保
健

と
福
祉
、
社
会
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
、
文
化
芸
術
、
環
境
保
全
、

災
害
救
援
、
人
権
擁
護
、
国
際

協
力
な
ど
　
対
象
と
な
る
研
修

＝
市
民
活
動
の
推
進
役
と
な
る

人
材
の
育
成
、
企
画
、
運
営
な

ど
に
関
す
る
内
容
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
①
国

・
県
・
市
町
村
が
主
催
す
る
研

修
②
特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
主
催
す
る
研
修

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
準
ず
る
市
民

活
動
団
体
で
市
長
が
適
当
と
認

め
る
も
の
が
主
催
す
る
研
修

対
象
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
人
①
市
民
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま

た
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体
に

属
す
る
人
③
15
歳
以
上
の
人（
中

学
生
を
除
く
）

助
成
額
＝
受

講
料
、
参
加
費
、
交
通
費
、
宿

泊
費
の
う
ち
自
己
負
担
分
の
３

分
の
２
の
額
。
た
だ
し
、
宿
泊

費
は
宿
泊
を
伴
う
２
日
以
上
に

わ
た
る
研
修
に
参
加
す
る
場
合

の
み
１
泊
に
つ
き
、
６
、０
０
０

円
（
６
、０
０
０
円
に
満
た
な
い

と
き
は
実
際
の
支
払
額
）
で
、

助
成
額
の
上
限
は
３
０
、０
０
０

円
（
１
人
１
年
度
１
回
の
み
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
1
39
･
２
７
６
３

■
独
立
・
起
業
を
支
援
す
る
「
地
域

雇
用
受
皿
事
業
特
別
奨
励
金
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

創
業
経
費
の
３
分
の
１
を
支
援
し

た
り
、
１
人
雇
用
す
る
と
30
万
円
を

支
援
し
た
り
す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

受
給
条
件
＝
①
新
た
に
法
人
を
設
立

す
る
こ
と
②
地
域
に
貢
献
す
る
事
業

を
主
た
る
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
③

労
働
者
と
し
て
３
人
以
上
雇
い
入
れ

る
こ
と
（
う
ち
１
人
以
上
は
非
自
発

的
離
職
者
で
あ
る
こ
と
）
な
ど
　
□問

厚
生
労
働
省
新
潟
労
働
局
職
業
対
策

課
1
０
２
５
・
２
３
４
・
５
８
３
８

■
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

日
時
＝
10
月
24
日
a
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
県
立
看
護
大
、
長
岡
技
科
大
、

新
潟
大
の
い
ず
れ
か
（
受
験
者
は
会

場
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

受
験
資
格
＝
保
健
・
医
療
・
福
祉
に

関
す
る
国
家
資
格
等
を
持
ち
、
そ
の

業
務
で
５
年
以
上
の
経
験
か
つ
９
０

０
日
以
上
の
従
事
日
数
等
が
あ
る
人

や
介
護
等
に
従
事
し
た
期
間
が
10
年

以
上
の
人
等
（
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

受
験
料
＝
８
、

０
０
０
円
　
願
書
受
付
＝
受
験
案
内

に
付
属
の
願
書
を
記
入
し
て
７
月
20

日
c
〜
８
月
13
日
f
に
新
潟
県
社
会

福
祉
協
議
会
へ
　
受
験
案
内
の
配
布

＝
７
月
12
日
b
〜
８
月
13
日
f
に
長

岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
水
道
町
３
）

へ
（
願
書
に
添
付
す
る
証
明
書
の
発

行
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
お
早

め
に
ど
う
ぞ
）

□問
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
1
０
２
５
・
２
８
１
・
５

５
２
６

■
長
岡
療
育
園
発
達
講
座

「
重
症
心
身
障
害
児
者
は
い
ま
…
」

日
時
＝
８
月
７
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
40
分
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
内
容
＝
北
海
道

療
育
園
施
設
長
・
平
元
東
さ
ん
と
び

わ
こ
学
園
施
設
長
・
口
分
田
政
夫
さ

ん
の
講
演
、
討
論
会
　
定
員
＝
４
５

０
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

□申
７
月
30
日
f
ま
で
に
〒
９
４
０
―

２
１
３
５
深
沢
町
２
２
７
の
８
長
岡

療
育
園
1
46
・
６
６
１
１
、
FAX
47
・

１
２
４
３
へ

●
ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
等
出
場

者
に
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、「
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

大
会
出
場
者
に
対
す
る
報
奨
金

交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
ま
た
は

国
際
大
会
に
出
場
す
る
市
民
お

よ
び
市
内
に
所
在
す
る
学
校
の

栄
誉
を
称
え
、
そ
の
活
躍
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
一
層
の
振
興
を
図
る
た

め
、
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

制
度
の
詳
細
や
、
申
請
・
交

付
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
1
32
・
６
１

１
７
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。な

お
、
制
度
の
内
容
や
申
請

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

●
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
助
成
金
を
交
付

し
ま
す

全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
小

・
中
学
生
の
栄
誉
を
称
え
る
た

め

、「
長
岡
市
全
国
大
会
等
出

場
者
に
対
す
る
助
成
金
交
付
要

綱
」
に
基
づ
き
、
そ
の
保
護
者

に
対
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。制

度
の
詳
細
や
、
申
請
・
交

付
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
課
1
39
・
２
２
３
９

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
心
身
障
害
者
の

ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
等
参
加
　

者
に
激
励
費
を
交
付
し
ま
す

心
身
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
た
め
、
「
長
岡
市
心

身
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

実
施
要
領
」
に
基
づ
き
、
世
界

的
、
全
国
的
規
模
の
心
身
障
害

者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す

る
方
に
対
し
、
大
会
前
に
激
励

費
を
交
付
し
ま
す
。

制
度
の
詳
細
や
、
申
請
・
交

付
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

福
祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 
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児童手当の支給対象年齢が
小学校3年生までに拡大されました

新たに支給の対象となる小学１年～３年生の児童の保護者には、
「児童手当制度改正についてのお知らせ」を送付しました。
お知らせに記載した支給条件（所得制限など）をお読みいただ
き、該当する人は、手続きをお願いします。
なお、該当する場合の手当は、さかのぼって４月分から支給さ
れます。

問い合わせ＝児童福祉課1３９・２２１９



一
般
事
務
Ⅰ
種

◎
第
１
次
試
験
日
　
8
月
22
日
（日）

◎
受
　
付
　
期
　
間
　
7
月
24
日
（土）
〜
7
月
27
日
（火）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
（
郵
送
お
よ
び
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

一
般
事
務
Ⅱ
種
／
保
育
士
／
消
防
Ⅰ
種
・
Ⅱ
種

◎
第
１
次
試
験
日
　
9
月
19
日
（日）

◎
受
　
付
　
期
　
間
　
8
月
15
日
（日）
〜
8
月
17
日
（火）

※
日
曜
日
も
受
付
を
行
い
ま
す
（
郵
送
お
よ
び
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

申
し
込
み
は
、
受
験
者
本
人
が
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
試
験
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
備
　
考
】

１

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
は
、
試
験
の
程
度
（
難
度
）
を
表

す
も
の
で
、
Ⅰ
種
は
大
学
卒
業
程
度
、
Ⅱ
種
は
高
校

卒
業
程
度
で
す
。

２
　
消
防
職
員
の
受
験
条
件

身
長
＝
男
性
１
６
０
b
／
女
性
１
５
５
b
以
上
で
あ

る
こ
と
　
胸
囲
＝
男
性
80
b
／
女
性
77
b
以
上
で
あ

る
こ
と
　
体
重
＝
男
性
50
o
／
女
性
45
o
以
上
で
あ

る
こ
と
　
視
力
＝
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0.3
以
上
で
、

色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と
　
聴
力
＝
左
右
と
も
正
常

で
あ
る
こ
と
　
握
力
＝
左
右
と
も
男
性
35
o
／
女
性

25
o
以
上
で
あ
る
こ
と
　
そ
の
他
＝
採
用
後
は
、
合

併
後
の
新
長
岡
市
（
現
長
岡
市
、
中
之
島
町
、
越
路

町
、
三
島
町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
）
の
区
域
内
に

居
住
で
き
る
こ
と

３

勤
務
場
所
は
、
原
則
と
し
て
新
長
岡
市
の
区
域
内

で
、
勤
務
場
所
に
よ
り
休
日
勤
務
や
夜
間
勤
務
が
あ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書

試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
長
公
室
人
事
課（
市

役
所
４
階
）、
案
内
所
（
市
役
所
１
階
）、
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
各
地
域
図
書
館
お
よ
び

合
併
５
町
村
役
場
で
配
布
し
ま
す
。

郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
試
験
案
内
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、

左
記
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

試
験
案
内
、
申
込
書
お
よ
び
受
験
票
は
、
長
岡
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.city.nagaoka.niigata.jp

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
岡
市
市
長
公
室
人
事
課

〒
９
４
０
―

８
５
０
１

長
岡
市
幸
町
２
丁
目
１
番
１
号

1
35
・
１
１
２
２

内
線
２
０
３
４
・
２
０
３
５
・
２
０
３
８
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長岡市職員を募集します（平成17年4月採用）

採
用
職
種 

受
　
験
　
資
　
格 

一
般
事
務
職
員 

Ⅰ
　
　
　
　
種 

若
干
名 

採
用
予
定 

人
　
　
員 

昭
和
51
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
58
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
） 

採
用
職
種 

受
　
験
　
資
　
格 

一
般
事
務
職
員 

Ⅱ
　
　
　
　
種 

若
干
名 

採
用
予
定 

人
　
　
員 

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
（
学
歴
・
性
別
不
問
） 

昭
和
53
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
58
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
備
考
２
の
条
件
を
満
た
す
人
（
学
歴 

・
性
別
不
問
） 

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
備
考
2
の
条
件
を
満
た
す
人
（
学
歴 

・
性
別
不
問
） 

保
　 

育 

　
士 

若
干
名 

消
　
防
　
Ⅰ
　
種 

消
　
防
　
Ⅱ
　
種 

若
干
名 

昭
和
54
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士

の
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
児
童
福
祉
法
施
行
令
に
よ

る
保
育
士
を
養
成
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設
を
平
成
17

年
3
月
ま
で
に
卒
業
し
、
保
育
士
資
格
を
取
得
見
込
み

の
人
（
性
別
不
問
） 

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
中
の
平
日
で
希
望
す
る

１
日
（
２
時
間
程
度
）

場
所
＝
市

内
の
病
院
、
施
設
な
ど
　
対
象
＝
高

校
生
、
大
学
生
、
一
般
社
会
人
　
参

加
料
＝
無
料
　
□申
７
月
16
日
f
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
学
校
名
（
職
業
）
、
見
学

希
望
日
（
第
３
希
望
ま
で
）
を
記
入

し
〒
９
５
５
―

０
１
３
２
南
蒲
原
郡

下
田
村
大
字
長
野
３
３
７
介
護
老
人

保
健
施
設
い
っ
ぷ
く
1
０
２
５
６
・

41
・
３
８
１
０
内
新
潟
県
作
業
療
法

士
会
・
本
田
さ
ん
へ

■
自
衛
官
等
募
集

防
衛
庁
と
自
衛
隊
で
は
、
平
成
17

年
４
月
採
用
の
自
衛
官
等
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
や
試
験
日
な
ど
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
種
と
受
付
期
間
＝
①
航
空
学
生
、

一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士
…
９

月
８
日
d
ま
で
②
看
護
学
生
、
防
衛

大
学
校
生
お
よ
び
防
衛
医
科
大
学
校

生
…
10
月
１
日
f
ま
で
③
２
等
陸
海

空
士
…
随
時
　
□問
自
衛
隊
新
潟
地
方

連
絡
部
長
岡
出
張
所
（
学
校
町
２
）

担
当
・
田
村
さ
ん
1
33
・
０
２
５
６

■
長
岡
造
形
大
学
大
学
祭
「collec

tion
ofcolors

」
作
品
募
集

10
月
９
日
g
・
10
日
a
の
大
学
祭

で
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
、
テ
ー
マ
、
素
材
は
自
由

で
す
。

搬
入
日
時
＝
10
月
２
日
g
・
３
日
a

の
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
（
搬
出
は

10
月
11
日
-
）

□申
８
月
31
日
c
ま

で
に
大
学
祭
実
行
委
員
会
1
29
・
８

９
１
４
へ

●
環
境
ま
つ
り
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
（
無
料
）

９
月
25
日
g
、
26
日
a
に
ハ

イ
ブ
長
岡
で
開
催
す
る
環
境
ま

つ
り
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ

ー
ナ
ー
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
25
日
g
・
26
日
a

の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
一

日
の
み
の
出
店
も
可
）

会
場

＝
ハ
イ
ブ
長
岡
大
展
示
ホ
ー
ル

募
集
対
象
＝
市
内
に
在
住
の
人

募
集
区
画
数
＝
１
区
画
２
ｍ
×

３
ｍ
を
20
区
画
（
先
着
）

申

し
込
み
＝
８
月
20
日
f
ま
で
に

環
境
施
設
課
1
24
・
２
８
３
８
、

FAX
24
・
６
５
５
３
へ

●
長
岡
市
表
彰
と
長
岡
市
地
域

社
会
貢
献
者
褒
賞
の
候
補
者

を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に

行
う
「
長
岡
市
表
彰
」
と
「
長

岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
」

の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

〈
長
岡
市
表
彰
の
対
象
〉

①
長
岡
市
の
自
治
、
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
、
生
活
環
境
、
商
工

業
、
農
林
業
、
教
育
、
体
育
、

文
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
な
ど

の
活
動
に
尽
く
さ
れ
、
功
績
の

著
し
い
人
ま
た
は
団
体
②
市
民

の
模
範
と
し
て
表
彰
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
行
い
を
さ
れ
た
人
ま

た
は
団
体

〈
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒

賞
の
対
象
〉

奉
仕
、
慰
問
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
明
る
く
住
み
良
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、
地

域
社
会
の
発
展
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
人
ま
た
は
団
体
　
締

め
切
り
＝
８
月
20
日
f

問
い

合
わ
せ
＝
庶
務
課
1
39
・
２
２

０
３

●
マ
ン
ス
リ
ー
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
出
店
者
大
募
集

大
手
通
り
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
･
ブ
ロ
ー
」

で
は
、
短
期
出
店
者
を
募
集
し

ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
等
を
実

践
し
な
が
ら
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
べ
ま
す
。

本
格
出
店
を
目
指
す
方
、
夢

の
実
現
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

所
在
地
＝
大
手
通
２
の
４
の
３

大
手
ビ
ル
１
階
　
店
舗
面
積
＝

約
18
坪
（
全
体
）

募
集
区
画

数
＝
２
区
画
（
１
区
画
は
約
３

坪
）

出
店
者
負
担
金
（
月
額
）

＝
２
万
円
　
出
店
期
間
＝
１
カ

月
単
位
で
、
平
成
17
年
６
月
中

旬
ま
で
　
申
し
込
み
＝
利
用
月

の
１
カ
月
前
ま
で
に
所
定
の
申

込
用
紙
で
　
問
い
合
わ
せ
＝
商

業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
８
、

FAX
36
・
７
３
８
５

■
視
覚
障
害
者

生
活
用
具
展
示
説
明
会

日
本
盲
人
会
連
合
用
具
購
買
所
が
、

視
覚
障
害
者
や
高
齢
者
等
の
日
常
生

活
や
社
会
生
活
に
必
要
な
最
新
の
用

具
の
展
示
と
説
明
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
18
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第
一
小

ホ
ー
ル
　
□問
新
潟
県
視
覚
障
害
者
福

祉
協
会
事
務
局
1
０
２
５
・
３
８
１

・
８
１
３
０

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
（
1
32
・
1

1
8
1
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
事
業
主
の
み
な
さ
ん

新
規
高
卒
求
人
の
早
期
申
し
込
み

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
で
は
、
高
卒

求
人
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
月
23
日
f
ま
で
に
お
申
し
込
み
い

た
だ
い
た
求
人
は
「
県
内
求
人
一
覧

表
」
と
し
て
各
学
校
へ
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
求
人
予
定
の
あ
る
企
業
は
お

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
等
に

対
す
る
管
内
求
人
企
業
説
明
会

日
時
＝
７
月
29
日
e
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
対

象
＝
平
成
17
年
３
月
に
高
等
学
校
を

卒
業
す
る
予
定
の
人
、
保
護
者
、
高

等
学
校
進
路
指
導
教
師
な
ど
　
内
容

＝
事
業
者
に
よ
る
説
明
や
質
問
の
受

け
付
け
な
ど
　
参
加
料
＝
無
料

■
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

作
業
療
法
士
の
仕
事

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に
携

わ
る
作
業
療
法
士
の
仕
事
を
見
学
・

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ 

情
報
情
報 

来る10月２日gに開催される「米百俵まつり」のメー
ンイベント「越後長岡時代行列」の参加者を募集します。
【募集する配役：人数】
①虎御前と虎千代（戦国の武将、
上杉謙信の母と幼少時代の上杉
謙信）：母子６組12人
②鬼小島弥太郎（上杉謙信の側近
で乙吉城主。槍の名手）
：男性１人

③堀直竒公（蔵王堂城主）
：男性１人

④牧野忠成公と姫君（長岡藩初代
藩主、姫君）：男女ペア１組

⑤牧野忠訓公（長岡藩12代藩主）
：男性１人
⑥牧野忠訓公姫君：女性１人
⑦長岡藩士：男女問わず若干名（衣装各種あり）
【応募条件】
まつり当日に衣装を着けて行進できる人。
①は幼稚園～小学３年生程度までの親子。
④は男女ペアで。①、④以外は、中学生以
上（①～⑦とも事前打合せ（数回）に参加
できる人）。
【選　考】
①～⑥は８月下旬ころに選考会を実施（期日は連絡し
ます。⑦は選考せず、予定人数に達した時点で締め切り）
【申し込み】
観光課内米百俵まつり実行委員会事務局1３９・２２２１

10月２日gの米百俵まつりを華麗に彩る「越後長岡時
代行列」の企画・運営に参加してくれるスタッフを募集
します。
活 動 日＝８月から米百俵まつりの当日までに、10回程

度の会合（平日の夕方）を予定　
活動内容＝越後長岡時代行列の企画・運営

（まつり当日は時代装束で活動）
申し込み＝観光課内

米百俵まつり実行委員会事務局1３９・２２２１

「越後長岡時代行列」企画運営スタッフ募集

一般廃棄物(ごみ)収集・運搬業者を募集します
業務内容＝市が指定する区域のごみ収集、運搬作業　
募集事業者数＝３事業者
応募資格＝次の条件にあてはまる事業者①委託業務を実行できる施設、

人員、財政的基盤があること②法人の場合は市内に主たる
事業所があること③個人の場合は市内に住所があること

業務の開始期日＝10月１日から　
申し込み＝７月12日b～20日cに環境業務課1２４・２８３７へ

① ① ②

③ ④ ④

⑤ ⑥

コ
レ
ク

シ
ョ
ン
　
オ
ブ

カ
ラ
ー
ズ

なお より

ただ なり

ただ くに


